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こ
こ
に
掲
載
す
る
の
は
、
長
崎
県
美
術
館
が
所
蔵
す
る
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
に
関

す
る
調
在
報
告
書
の
和
訳
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
、
長
崎
県
美
術
館
の
開
館
一
年
前
に
あ
た
る
平
成
十
六
年
(
―

1
0
0
四
）
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
マ
ド
リ
ー
ド
・
コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ
大
学
の
メ
ル
セ
デ
ス
・
ア
ゲ
ダ
・
ビ

リ
ャ
ー
ル
教
授
、
マ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
・
チ
コ
・
ピ
カ
サ
教
授
、
ヘ
ス
ス
・
グ
テ
ィ
エ
レ

ス
・
ブ
ロ
ン
教
授
の
三
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
八
四
点
の
作
品
解
説
が
彼
ら
に

よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。
調
査
の
成
果
は
、
開
館
記
念
展
「
よ
み
が
え
る
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
I

ス
ペ
イ
ン
美
術
の
五
百
年
」
と
そ
の
図
録
に
反
映
さ
れ
た
。

今
回
は
、
全
八
四
点
の
作
品
解
説
の
う
ち
、
「
長
崎
県
美
術
館
研
究
紀
要
」洵

2
'
洵
4
号
に

掲
載
し
た
六
四
点
に
引
き
続
き
、
最
後
の

二
十
点
の
和
訳
を
掲
載
す
る
。

今
回
掲
載
す
る
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
者
は
、
ヘ
ス
ス

・
グ
テ

ィ
エ

レ
ス
・
ブ
ロ
ン
教
授
、
翻

訳
者
は
豊
田
唯
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）
で
あ
る
。

な
お
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
調
査
は
、
作
品
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
執
筆
者
は
作
品
を
実
見
し
て
い
な
い
。

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
目
録

【
凡
例
】

〇
解
説
は
、
大
ま
か
な
制
竹
時
期
の
順
に
配
列
し
た
°

0
作
品
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
の
内
容
に
沿
わ
せ
る
た
め
に
、
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
教
授
に
提
供
し
た
『
長
崎
県

所
有
ス
ペ
イ
ン
美
術
作
品
調
査
(I
m
0
e
s
t
i
g
a
c
i
6
n
s
o
b
r
e
 la 
c
o
l
e
c
c
i
6
n
 
d
e
 o
b
ミ
s
d
e
 a
r
t
e
 espaiiol p
o
s
e
i
d
a
s
 p
o
r
 la 

p
r
o
v
i
n
c
i
a
 d
e
 N
a
g
a
s
a
k
i
)
』
（
長
崎
県

二
0
0
二
年
）
に
統

一
し
た
。『
よ
み
が
え
る
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
ス
ペ
イ
ン

美
術
の
五
百
年
』
（
長
崎
県
美
術
館
、
二

0
0
五
年
）

お
よ
び
『
長
崎
県
美
術
館
所
蔵

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
木
且
報
告
書
~
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豊
田
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須
磨
番
号
（
註

3
)

須
磨
蒲
吉
郎
に
よ
る
記
録
（
註
4

所
蔵
番
号
／
総

H
録
番
号
（
註
2
)

作
品
テ
ー
タ
に
つ
い
て
補
足
が
あ
る
場
合
、
番
号
に
※
を
付
し
末
尾
に
記
載
し
た
。

『長
崎
県
美
術
館
所
蔵
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
目
録
二

0
0
五』

に
掲
載
さ
れ
た

「

I
．
絵
画
」
セ
ク
シ
ョ
ン
の
通
し
番
号
°

須
磨
弾
吉
郎
が
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

一
七

0
0
点
余
り
を
記
録
し
た
際
の
通
し
番
号
。

須
磨
弾
吉
郎
が
作
成
し
た
作
品
台
帳
に
記
し
て
い
る
作
品
の
デ
ー
タ
。
（
）
内
は
台
帳
の
番
号
で
あ
る
。

0
[
]
内
は
訳
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

0
本
文
中
の
下
線
は
、
原
文
表
記
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〇
執
箪
者
及
び
翻
訳
者
略
号

．
｀
 

ヘ
ス
ス

・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス

・
フ
ロ
ン
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s
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i
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r
r
e
z
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u
r
r
6
n
 

技
法

・
材
質

サ
イ
ズ

（縦

x
横）

制
作
年

二
0
0
五
』
（
長
崎
県
美
術
館
、

二
0
0
五
年
）
の
表
記
と
異
な
る
場
合
は
＊
を
付
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
記
し
て
い
る
。

〇
各
作
品
の

デ
ー
タ
の
配
列
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

番
号
（註

1
)

作
品
名

作
者
名
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ア
ド
ル
フ

ォ

・
ド

ウ
ラ
ー
・
ア
バ
ド
は

一
八
七
五
年
に
ア
ル
コ
イ

（
ア
リ
カ
ン
テ
県
）
で
生

ま
れ
、
同
地
で
フ

ェ
ル
ナ
ン
ド
・
カ
ブ
レ
ラ
・
カ
ン
ト
の
も
と
に
美
術
の
修
業
を
始
め
た
よ

う
で
あ
る
。

一
八
九
四
年
に

[
王
立
サ
ン

．
フ
エ
ル
ナ
ン
ド
美
術
]
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ぷ
た
め

に
マ
ド
リ
ー
ド
ヘ
と
移
る
。
師
で
あ
る
エ
ミ
リ
オ
・
サ
ラ
や
ホ
ア
キ
ン
・
ソ
ロ
ー
リ
ャ
を
範

と
し
て
戸
外
で
絵
画
を
修
練
し
、
非
常
に
力
強
く
自
在
な
色
遣
い
で
風
景
画
や
風
俗
画
、
さ

ら
に
闘
牛
の
場
面
を
描
い
た
が
、

最
終
的
に
挿
絵
を
専
門
に
据
え
、

『ブ
ラ
ン
コ

・
イ

・
ネ
グ

ロ
』
、
「
ラ
・
ノ
ー
チ
ェ

』
、
『
ラ
・
リ
デ
ィ
ア
』
、
『
ム
ン
ド

・
ヌ
エ
ボ
」
な
ど
の
雑
誌
や
週
刊
誌
に

寄
稿
し
た
。
後
者
二
誌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
編
集
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
本
作
は
、
ま
さ
に
こ
の
挿
絵
画
家
と
し
て
の
活
動
に
関
連
づ

け
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
で
も
常
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
大
き
な
サ
ロ
ン
や

高
貴
な
衣
装
の
優
美
さ
を
映
し
出
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
描
出
す
る
際
の
自
在
さ
や

正
確
さ
に
秀
で
、
木
材
、
ガ
ラ
ス
、
花
な
ど
の
様
々
な
質
感
が
再
現
さ
れ
、
と
り
わ
け
布
地

に
つ
い
て
は
、
軽
快
な
タ

ッ
チ
に
よ
り
ベ
ー
ル
、
薄
絹
、
リ
ボ
ン
飾
り
、
さ
ら
に
透
明
感
が

際
立
っ

て
い
る
。

非
常
に
よ
く
練
ら
れ
、
均
整
の
と
れ
た
構
図
は
、
物
体
の
フ
ォ
ル
ム
を
利
用
し
て
十
全
に

組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

一
層
の
存
在
感
を
与
え
ら
れ
た
前
景
の
モ
デ
ル
は
、

一
見
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
屈
託
の
な
い
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
は

大
変
な
研
究
の
成
果
で
あ
る

。

と
い
う
の
も
、
レ
オ
ナ
ル
ド
[

•

ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
]
が
助
言
し

た
か
の
よ
う
な
彼
女
の
身
体
の
捻
り
と
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス

ト
の
姿
勢
は
、
画
面
の
対
角
線
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
光
り
輝
く
優
美
な
衣
装
の
下
に
表
さ
れ
る
フ
ォ
ル
ム
の
丸

み、

真
珠
の

二
重
の
首
飾
り
に
お
け
る
し
な
や
か
な
タ

ッ
チ
と
下
着
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
織
り

1
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ア
ド
ル
フ
ォ

・
ド
ゥ
ラ
ー
・
ア
バ
ド

（一

八
七
五
ー
一

九
三
六
年）

湘
彩
・
紙

ー白
衣
の
淑
女
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東
洋
の
幻
想
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ク

な
す

コ
ン
ト
ラ
ス

ト
に
よ
り
際
立
つ

、
は
だ
け
た
肩
の
官
能
性
、
さ
ら
に
、
悦
惚
の
表
情
で

物
憂
げ
に
遠
く
を
見
つ
め
る
視
線
の
誘
惑
と
と
も
に
、
我
々
を
魅
了
す
る
か
ら
で
あ
る
。

マ
リ
ア
ノ
・
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
[
•
イ

]
•
マ
ル
サ
ル

（
一
八
三
八
＼
一

八
七
四
年
）

池
彩

・
カ
ン
ヴ
ァ
ス

六
八

x
九
六
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作
者
の
署
名
(
F
o
r
t
u
n
y
)

[
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B
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マ
リ
ア
ノ

・
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
・
マ
ル
サ
ル
は

一
八
三
八
年
に
レ
ウ
ス

（タ
ラ
ゴ
ー
ナ
県
）
で
生
ま
れ
た
。

非
常
に
幼
く
し
て
孤
児
と
な

っ
た
た
め
、
祖
父
母
に
引
き
と
ら
れ
る
。
祖
父
は
素
人
の
彫
刻

家
で
あ
り
、
陶
土
や
蝋
に
よ
り
民
衆
的
な
彫
像
を
制
作
し
て
い
た
。
そ
の
活
動
は
早
く
か
ら

フ
ォ
ル
ト

ゥ
ー
ニ
を
感
化
し
、
彼
の
創
作
へ
の
情
熱
を
か
き
立
て
た
。
祖
父
母
は
、
孫
を
高

名
な
ラ

・
リ
ョ

ッ
ジ
ャ
美
術
学
校
に
通
わ
せ
る
た
め
、

一
八
五

二
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
ヘ
と
移

住
す
る
。
同
学
校
で
の
「
師
」
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ロ
レ
ン
サ
ー
レ
や
ミ
ラ
・
イ
・
フ
ォ
ン
タ
ナ

ル
ス
兄
弟
は
、
彼
を
中
世
の
文
化
に
誘
い
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
と
し
て
の
民
族
主
義
的
な
感

情
の
喚
起
を
促
し
た
。
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
は
、

一
八
五
七
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
評
議
会
に
よ
る

ロ
ー
マ
留
学
奨
学
生
の
席
を
獲
得
し
、
そ
の
資
格
は
、
ロ
マ
ン
主
義
に
よ
り
理
想
化
さ
れ
て

い
た
異
国
趣
味
や
東
洋
趣
味
の
「あ
り
の
ま
ま
」
を
彼
に
啓
示
し
た
、
モ
ロ

ッ
コ
ヘ
の
渡
航

(3

番
の
作
品
解
説
を
参
照
）
後
に
も
再
度
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
で
は
、
彼
を
欧
米
の
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
に

最
も
人
気
の
画
家
の

一
人
に
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
る
画
商
‘

[ア
ド
ル
フ

•

]

グ
ー
ピ
ル
と
の
遡
返
を
果
た
す
。
自
在
か
つ
簡
潔
な
筆
遣
い
と
洗
線
さ
れ
た
タ
ッ
チ
に
よ
り
、

「
カ
サ
コ
ン

[-
八
世
紀
の
日
常
生
活
に
取
材
し
た
絵
画
ご
や
「
東
洋
趣
味
」
の
作
品
に
お
い
て

熟
達
を
見
せ
‘
[エ
ル
ネ
ス
ト

•
]
メッ
ソ
ニ
エ
そ
の
人
に
比

肩
す
る
ば
か
り
か
、
こ
の
種
の
絵

画
を
指
す
「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ネ
ス
コ
」
な
る
言
葉
が
生
ま
れ
て
い
る
。

6
 



マ
リ
ア
ノ
・
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
・
マ
ル
サ
ル
（
詳
細
な
伝
記
に
つ
い
て
は

2
番
の
作
品
解
説

を
参
照
）
は
、

一
八
六

0
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
評
議
会
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
遠
征
に
従
軍
す
る
カ
タ

ル
ー
ニ
ヤ
人
義
勇
兵
の
英
雄
的
な
行
動
を
[
彼
ら
に
同
行
し
て
]
絵
画
に
残
す
よ
う
に
要
請
さ

れ
た
。
戦
地
[
モ
ロ
ツ
コ
]
で
は
ヽ
ロ
マ
ン
主
義
に
よ
り
称
揚
さ
れ
た
異
国
趣
味
や
東
洋
趣
味

の
み
な
ら
ず
、
以
前
に
ド
ラ
ク
ロ
ア
が
、
そ
し
て
後
に
マ
テ
ィ
ス
、
イ
ト
ゥ
リ
ー
ノ
、
ク
レ
ー
、

3
 
風
景

な
し

7
5
2
 

マ
リ
ア
ノ
・
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ

〔
・
イ
]
•
マ
ル
サ
ル
(-
八
三
八

ー
一
八
七
四
年
）

油
彩
・
カ
ン
ヴ

ァ
ス

五
六

x
一
四

em

AII1 47
1
 /
 6
4
 

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
の
蒐
集
家
は
、
彼
の
作
品
を
入
手
す
る
た
め
に
ロ
ー
マ
ヘ
と
移
住
す
る

に
至
る
。
そ
の

一
人
が
、
パ
リ
に
居
を
構
え
、
鉄
道
に
よ
り
財
を
成
し
た
ア
メ
リ
カ
人
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
フ
ッ
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
で
あ
り
、
彼
は
す
で
に
二
点
の
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
作
品

《
版
画
蒐
集
家
》
、
《
ア
ラ
ブ
の
幻
想
》
を
所
持
し
て
い
た
も
の
の
、
《
司
祭
館
》
を
人
手
す
る
た
め
、

一
八
六
三
年
に
日
本
の
甲
冑
一
具
を
画
家
へ
の
手
土
産
に
ロ
ー
マ
ヘ
と
移
る
。
彼
は
目
的
こ

そ
果
た
せ
な
か
っ
た

《
モ
デ
ル
の
選
定
》
の
購
入
予
約
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
|
ー
が
、

二
人
の
間
に
は
厚
い
友
情
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
最
後
の
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
は
習
慣
的
に
下
絵
や

ス
ケ
ッ
チ
を
友
人
に
贈
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
彼
ら
の
幾
人
か
は
、
そ
れ
ら
を
後
に
商

品
と
し
て
売
り
出
し
、
そ
の
偽
造
に
ま
で
手
を
染
め
た
か
ら
で
あ
る
。
須
磨
氏
の
記
録
に
よ

れ
ば
、
本
作
は
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
旧
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
た
め
、
こ
の
類
の
作
品
に

関
連
づ
け
ら
れ
よ
う
。
繊
細
優
美
に
描
か
れ
、

一
八
六

一
一
年
以
降
に
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
が
見

せ
た
日
本
の
版
画
、
特
に
北
斎
作
品
へ
の
愛
着
を
示
す

一
点
で
あ
り
、
当
時
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
の
嗜
好
や
彼
の
制
作
過
程
を
よ
く
映
し
出
し
て
い
る
。

[
J
G
B
/
y
t
]
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マ
ッ
ケ
が
体
験
し
た
よ
う
に
、
陽
光
の
激
し
さ
と
色
彩
の
独
特
な
煽
め
き
に
触
れ
た
。

彼
の
最
重
要
作
品
《
司
教
館
》
、
《
版
画
蒐
集
家
》、《
モ
デ
ル
の
選
定
》
は
、
寧
ろ
軽
妙
洒
脱
な

筆
遣
い
や
洗
練
さ
れ
た
タ
ッ
チ
に
秀
で
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
光
と
色
へ
の
関
心
は
、
も

は
や
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
を
捕
え
て
放
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
八
七

0
年
七
月
に
、
画
家
が

普
仏
戦
争
を
避
け
て
ス
ペ
イ
ン
に
帰
国
し
、
グ
ラ
ナ
ダ
を
見
出
し
た
時
、
同
伴
者
で
あ
っ
た

義
弟
リ
カ
ル
ド
・
マ
ド
ラ
ー
ソ
や
風
景
画
家
マ
ル
テ
ィ
ン
・
リ
コ
同
様
に
、
彼
の
絵
画
は
改

め
て
陽
光
と
色
彩
に
支
配
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
に
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
本
ス
ケ
ッ
チ
で
は
、
色
斑
の
積
み
重
ね
に
よ
り
作
品

の
骨
格
が
形
成
さ
れ
る

一
方
、
陽
光
、
お
よ
び
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
制
作
の
主
眼
と
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
作
は
、
「
ス
ペ
イ
ン
外
光
派
」
と
し
て
知
ら
れ
る
世
紀
末
ス
ペ
イ
ン
絵

画
の
一
時
代
の
先
駆
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
も
し
一
八
七
四
年
に
ロ
ー
マ
で
早
逝
し
な
け

れ
ば
、
そ
の
時
代
に
お
い
て
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
は
傑
出
し
た
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
し
く
同
年
に
は
、
光
と
色
の
新
た
な
画
家
で
あ
る
印
象
主
義
者
が

[
第
二
凹
印
象
派
展
に

よ
り
]
‘
大
衆
の
無
理
解
と
反
発
を
前
に
み
ず
か
ら
の
存
在
を
世
に
知
ら
し
め
て
い
た
。

AIi 1
 5
8
5
 /
 2
7
8
 

4
 
海
景

[長
崎
県
美
術
館
の
]
作
品
デ
ー
タ
の
記
述
に
よ
れ

ば
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
の
署
名
。
た
だ
し
‘
[
筆
者

に
送
ら
れ
た
本
作
の
]
写
真
に
は
見
当
た
ら
な
い

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
[
の
作
品
デ
ー
タ
]
に
お
い
て
ヽ
本

作
の
作
者
は
フ
ォ
ル
ウ
ー
ニ

(
2
番
と

3
番
の
作
品
解
説
を
参
照
）
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
主
題
や
サ
イ
ズ
、
筆
遣
い
に
鑑
み
る
に
、
彼
の
固
辺
よ
り
も
、
寧
ろ
[
カ
ル
ロ
ス
こ
ア
・

]

ア
エ
ス
に
連
な
る
オ
ラ
ン
ダ
写
実
主
義
の
伝
統
に
結
び
つ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
海

不
詳
池
彩
・
厚
紙

二

―
x
三
三

em

'こ’4

一心十ゞ-¢

[
J
G
B
/
y
t
]
 

7
 



須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

[
の
作
品
デ

l
夕
]
に
お
い
て
ヽ
本
作
の
作
者
は
フ
才
ル
ト
ウ

1
ニ

（
一
八
――
―
八
＼

一
八
七
四
年
）
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
裏
づ
け
ら
れ
る
も
の
は
画
面

に
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
技
法
的
に
も
〔
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
]
よ
り
柔
ら
か
く

滑
ら
か
な
箪
遣
い
で
描
か
れ
、
そ
の
色
彩
も
は
る
か
に
澄
み
、
豊
か
で
、
輝
か
し
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
作
品
の
本
質
、
す
な
わ
ち
制
作
の
動
機
も
詳
ら
か
で
な
い
。
と
い
う
の
も
本
作
は
、

そ
の
タ
イ
ト
ル
こ
そ
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
或
る
完
成
作
に
先
立
つ
習
作
な
の

か
も
し
れ
な
い
し
、
「
ス
ペ
イ
ン
外
光
派
」
の
画
家
が
愛
好
し
て
い
た
光
と
色
[
の
表
現
]
を
め
ぐ

る
、
単
な
る
「
習
作
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
表
情
の
把
握
ー

ー
画
中
の
人
物
は
読
書
に
没
頭
し
、
そ
の
物
語
以
外
の
す
べ
て
を
忘
れ
て
い
る
ー
|
_
、
お
よ
び
、

な
し

6
4
0
 

三
四

x
二
六

cm

AII 1
 6
5
1
 /
 2
8
0
 

5
 
読
書

一ヽ
羊
ォ
――llCl

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス

景
そ
の
な
か
に
は
う
っ
す
ら
と
風
車
ま

で

見

え

る

、

横

長
な
画
面
を
生
か
し
た
展

望
に
も
似
た
遠
景
、
さ
ら
に
、
大
き
な
色
彩
の
マ
ッ
ス
を
形
成
す
る
直
線
的
な
筆
運
び
は
い

ず
れ
も
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
に
相
応
し
く
な
い
。
既
述
の
通
り
、
こ
の
作
品
は
寧
ろ
、
風
景

画
家
『
ン
ョ
ゼ
フ
•
]
キ
ノ
ー
の
弟
子
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
出
身
の
画
家
カ
ル
ロ
ス
・
デ
・
ア
エ

ス

一
八
二
六
年
に
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
で
生
ま
れ
た
—
|

·
周
辺
の
画
家
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
に

近
い
。
後
に
ア
ト
リ
エ
で
大
画
面
の
絵
画
に
仕
上
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
仲

間
同
士
で
交
換
す
る
た
だ
の
「
習
作
」
あ
る
い
は
下
絵
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
本
作
は
、
特
に
夏

季
の
旅
行
中
に
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
の

一
点
で
あ
ろ
う
。
王
立
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術

ア
カ
デ
ミ
ー
の
風
景
画
教
授
（
ほ
ほ

一
九
世
紀
後
半
の
間
中
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
）
と
し
て

の
立
場
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
写
実
主
義
の
発
展
を
促
し
た
ア
エ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
旅
行
を
通

し
た
自
然
の
研
究
を
擁
護
し
、
と
り
わ
け
一
八
七

0
年
代
に
画
面
か
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
（
泄
青
）

色
や
土
色
を
排
し
て
以
降
、
「
ス
ペ
イ
ン
外
光
派
」
を
展
開
し
始
め
た
。

[
J
G
B
/
y
t
]

須
磨

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

[
の
作
品
デ

l
夕
]
に
お
い
て
ヽ
本
作

は
誤
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
作
者
は

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
り
得

ず
、
ま
し
て
主
題
は
「
ア
フ
リ
カ
の
風
景
」
で
な
い
か
ら
で
あ

る
。
実
際
、
画
面
を
構
成
す
る
建
築
的
な
要
素
に
鑑
み
る
に
、

こ
の
小
品
に
描
か
れ
た
の
は
、
「
ク
ア
ト
ロ
・
ポ
ス
テ
ス
」
と

し
て
知
ら
れ
る
場
所
か
ら
眺
め
た
、
最
も
典
型
的
な
ア
ビ
ラ

風
景
の
一
っ
で
あ
る
。
こ
の
原
始
的
な
「
祠
」
は
、
お
そ
ら
く

キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
何
ら
か
の
信
仰
に
関
連
づ
け
ら
れ
、
昔
時
の
町
の
境
界
ー
少
女
で
あ
っ

た
後
の
聖
テ
レ
サ
は
、
そ
の
場
所
か
ら
兄
と
と
も
に
異
教
徒
の
支
配
地
域
に
赴
き
、
殉
教
し

よ
う
と
し
た
1

ー
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
お
け
る
巡
礼
市
の
中
心
で
あ
っ
た
。
同

所
か
ら
は
、
ア
ビ
ラ
、
お
よ
び
そ
の
壮
大
な
防
壁
の
比
類
な
き
景
観
が
望
め
る
。

こ
の
作
品
は
手
早
く
時
間
を
掛
け
ず
に
描
か
れ
下
塗
り
の
薄
さ
に
よ
り
カ
ン
ヴ
ァ
ス

の
織
り
目
が
完
全
に
見
え
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
様
々
な
建
造
物
に

反
射
す
る
、
澄
み
渡
っ
た
明
け
方
の
光
の
色
調
が
力
強
い
筆
遣
い
に
よ
り
捉
え
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
の
ア
ト
リ
エ
作
品
の
洗
練
さ
れ
た
技
法
や
独

特
な
タ
ッ
チ
に
、
本
作
を
結
び
つ
け
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
寧
ろ
、
「
九
十
八

年
の
世
代
」
に
特
有
の
カ
ス
テ
ィ

ー
リ
ャ

再
評
価
の
精
神
を
技
法
上
の
刷
新
に
融
合
し
た
、

二
十
世
紀
初
頭
の
画
家
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
し

2
2
7
 -

X

二
九
Cm

AIi 1
 6
1
9
 /
 2
7
9
 

不
詳
袖
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス

6
 
ク
ア
ト
ロ
・
ポ
ス
テ
ス
か
ら
の
ア
ビ
ラ
の
眺
め

[
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G
B
/
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乱
雑
に
描
か
れ
た
右
手
を
除
く
フ
ォ
ル
ム
の
処
理
に
お
い
て
、
画
家
が
非
常
に
正
確
な
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。

[
J
G
B
/
y
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不
詳
（
ス
ペ
イ
ン
、

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス

三

一
x
一
九

Cm

A
I
I
1
8
9
 I
 3
1
6
 

一
九
世
紀
）

な
し
。
た
だ
し
、
左
下
に
「
T
」
と

「
A
(
?
）
」
の
文
字
が
う
っ
す
ら
と

見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
[
の
作
品
デ

1
夕
]
に
お
い
て
ヽ
本
作
の
作
者
は
フ
オ
ル
ト
ゥ

1
二
に

帰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
主
題
上
、
ま
し
て
技
法
上
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
根
拠
は
ま
っ
た
く
見

当
た
ら
な
い
。
彼
に
特
有
の
東
洋
趣
味
、
あ
る
い
は
「
カ
サ
コ
ン
」
か
ら
程
遠
い
コ
ス
ト
ウ
ン

ブ
リ
ス
モ
的
な
趣
と
と
も
に
、

写
実
主
義
的
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
技
法
に
お
い
て
も

洗
練
さ
れ
た
タ
ッ
チ
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
大
き
な
色
彩
の
マ
ッ
ス
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
建

物
や
空
が
、
軽
快
な
色
斑
に
よ
り
あ
た
か
も
水
彩
で
あ
る
か
の
よ
う
に
人
物
が
表
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
品
の
作
者
は
「
ス
ペ
イ
ン
外
光
派
」
の
画
家
グ
ル
ー
プ
に
帰
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
画
面
に
お
け
る
光
の
強
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
同
定
は

よ
り
強
固
に
な
る
。
本
作
は
「試
作
」
と
し
て
描
か
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
コ
ス
ト
ゥ
ン
ブ
リ
ス

モ
的
な
性
格
や
飾
ら
な
さ
に
よ
り
、
蒐
集
家
に
歓
迎
さ
れ
た
作
品
の

一
点
で
あ
ろ
う
。

1
0
7
7
 

7
 
田
舎
女
と
ろ
ば

[
J
G
B
/
y
t
]
 

ペ
ド
ロ

・
イ
バ
セ
タ
・
イ
・
バ
レ
ー
ダ

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス

五

一
x
三
五

Cm

A
I
I
1
6
5
8
 I
 9
5
 

作
者
の
署
名
(I
b
a
s
e
t
a
)
と
制
作
年
(
9
5
)

お
そ
ら
く
本
作
は
或
る
完
成
作
に
向
け
た
人
物
の
習
作
で
あ
り
、
悲
痛
に
暮
れ
る

一
人
の

寡
婦
が
世
紀
末
の
象
徴
主
義
的
な
嗜
好
に
沿
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
作
者
は
サ

ン
タ
ン
デ
ー
ル
の
画
家
ペ
ド
ロ
・
イ
バ
ス
タ
・
イ

・
バ
レ
ー
ダ
で
あ
る
が
、
彼
に
つ
い
て
の

正
確
な
情
報
は
、

一
八
八
四
年
と
九
七
年
の
全
国
美
術
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
も
の
以
外
、

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
イ
バ
ス
タ
は

一
八
八
四
年
の
展
覧
会
に
、
歴
史
文
学
に
取
材

し
た
流
行
の
作
品
ー

《
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
》
（二
三
七

x
三
一
三

C
m
)
1を
提
出
し
、

そ
の
折
に
み
ず
か
ら
の
身
分
と
し
て
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
出
身
で
あ
る
こ
と
、
マ
ヌ
エ
ル
・
ゴ

ン
サ
ー
レ
ス
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
マ
ド
リ
ー
ド
の
絵
画
・
彫
刻
・
版
画
特
別
学
校

の
生
徒
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
八
九
七
年
の
全
国
美
術
展
に
も
、
当
時
の
美
術
嗜

好
の
変
化
を
汲
み
、
地
方
主
義
を
反
映
し
た
コ
ス
ト
ゥ
ン
ブ
リ
ス
モ
的
な
風
景
画
ー

《
ミ
サ

の
人
場
》
（六
o
x
-
O
O

c
m
)
|

—
を
出
品
し
、
み
ず
か
ら
に
つ
い
て
い
ま
少
し
明
か
し
て
い

る
。
と
い
う
の
も
、
サ
ー
ロ
で
生
ま
れ
、
ビ
リ
ャ
カ
リ
エ
ー
ド
の
在
住
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
い
ず
れ
も
大
し
た
評
判
を
呼
ば
な
か
っ
た
が
、
唯

一
、
《
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
》
は
正
確
な
デ
ッ
サ
ン
に
あ
る
程
度
秀
で
て
い
た
。
こ
の
評
価
は
重
要
で
あ
り
、
本

作
の
考
察
に
も
援
用
で
き
る
。
と
い
う
の
も
そ
れ
は
、
イ
バ
ス
タ
の
技
法
的
な
熟
達
や
画
家

と
し
て
の
資
質
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
作
品
に
お

い
て
も
、
そ
れ
ら
は
筆
遣

い
の
自
在
さ
や
色
遣
い
の
巧
妙
さ
に
幾
ら
か
明
ら
か
で
あ
る
。
同

様
に
彼
の
熟
達
や
資
質
を
示
す
ベ

ー
ル
の
透
明
感
は
、
淑
女
『
ン
ュ
リ
エ
ッ
ト
]
の
ピ
ア
ス
の

輝
き
、
視
線
の
憂
う
つ
、
し
っ
と
り
と
赤
ら
ん
だ
鼻
と
口
を
可
能
な
限
り
に
際
立
た
せ
、
こ

れ
ら
は
、
今
し
が
た
訪
れ
た
孤
独
が
彼
女
に
も
た
ら
す
深
い
悲
痛
を
あ
り
の
ま
ま
に
映
し
出

し
て
い
る
。

な
し

8
 
ベ
ー
ル
の
女

[
J
G
B
/
y
t
]
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ペ
ン
と
イ
ン
ク
に
よ
る
素
描
・
紙

二
六
X

二

o
crn

AII
口
1
7
7
I
 1
0
9
 

作
者
の
署
名
（
E.
L
a
g
a
r
d
e
)
 

エ
デ
ュ
ア
ル
ド
・
ラ
ガ
ル
デ
・
ア
ラ
ン
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
彼
が
建
築
家
兼
軍
人
で
あ
り
、

デ
ッ
サ
ン
の
能
力
に
極
め
て
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
以
外
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

才
能
ゆ
え
に
絵
画
へ
の
愛
好
は
深
く
、

一
九
二
九
年
に
サ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
で
グ
ス
タ

ボ
・
デ
・
マ
エ
ス
ト
ゥ
、
ホ
セ
・
デ
ィ
ア
ス
・
ブ
エ
ノ
、
マ
ウ
リ
シ
オ
・
フ
ロ
ー
レ
ス
・
カ

ペ
ロ
チ
ピ
と
と
も
に
展
覧
会
を
開
催
す
る
に
至
る
。

そ
の
名
字
が
示
す
バ
ス
ク
地
方
の
出
自
は
、
こ
の
展
覧
会
を
説
明
づ
け
、
彼
と
同
市
の
緊

密
な
つ
な
が
り
の
証
左
と
な
ろ
う
。
こ
の
町
の
た
め
に
ラ
ガ
ル
デ
は
、
一
九

ニ――
一
年
と

一
一四

年
に
大
自
動
車
週
間
の
、

二
六
年
に
国
際
大
馬
術
コ
ン
ク
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
制

作
し
た
。

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
本
素
描
は
、
ま
さ
に
こ
の
ポ
ス
タ
ー
作
家
と
し
て
の
側
面
に

結
び
つ
け
ら
れ
よ
う
。
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
に
頻
出
す
る
女
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、
す
な
わ
ち
、

魅
惑
的
か
つ
官
能
的
、
近
代
的
な

一
人
の
女
性
が
表
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
要
素
が
ポ
ス

タ
ー
作
品
と
し
て
最
良
の
様
式
で
、
こ
の
分
野
に
特
有
の
完
全
さ
と
簡
素
さ
、
さ
ら
に
驚
く

べ
き
正
確
さ
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
素
早
く
簡
潔
な
タ
ッ
チ
或
る
部
分

は
細
く
、
或
る
部
分
は
太
く
、
鉛
筆
を
使
っ
た
部
分
ま
で
存
在
す
る
に
よ
り
、
ラ
ガ
ル

デ
は
紙
の
地
を
生
か
し
、
モ
デ
ル
の
な
ま
め
か
し
い
姿
態
の
み
な
ら
ず
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

も
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

1
1
5
2
 

ブ
ル
エ
デ
ュ
ア
ル
ド
・
ラ
ガ
ル
デ
・
ア
ラ
ン

，
 

マ
ン
テ
ィ
ー
リ
ャ
を
着
け
た
女

[
J
G
B
/
y
t
]
 

Eし央`比--

AIi口
1
7
9
/
 1
1
1
 

エ
デ
ュ
ア
ル
ド
・
ラ
ガ
ル
デ
・
ア
ラ
ン
ブ
ル

ペ
ン
と
イ
ン
ク
に
よ
る
素
描
・
紙

ニ―

-x-
―八

em

AII
口
1
8
0
/
 1
1
2
 

通
し
番
号
（
右
上
）
、
都
市
名
、
作
者
の
署
名
(E.
L.
)
 

1
5
5
 

2
 
ード
イ
ツ
地
図

通
し
番
号
（
右
上
）
、
四
方
位
、
地
名
、

作
者
の
署
名
(E.
L.
)
 

1
5
4
 

ペ
ン
と
イ
ン
ク
に
よ
る
素
描
・
紙

ニ
八
X

ニ
ニ
Cm

ブ
ル
エ
デ
ュ
ア
ル
ド
・
ラ
ガ
ル
デ
・
ア
ラ
ン

通
し
番
号
（
右
上
）
、
四
方
位
、
作
者
の

署
名

(
E
ご
g
a
r
d
e
)

て□戸L.'6
ピ

ーーイ
タ
リ
ア
地
図

f. 

1
5
3
 

All口
1
7
8
/
1
1
0

ペ
ン
と
イ
ン
ク
に
よ
る
素
描
・
紙

ニ
八

x
-
――
-cm

ブ
ル
エ
デ
ュ
ア
ル
ド
・
ラ
ガ
ル
デ
・
ア
ラ
ン

〇ーイ
タ
リ
ア
地
図

'，ヽ
（，， 

‘-ノ

E” 
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な
し

1
4
9
7
 

エ
リ
セ
オ
・
メ
イ
フ
レ
ン
・
ロ
ッ
チ

（

八
五
九
ー

一
九
四

0
年）

3
 
ーバ
レ
ン
シ
ア
の
港

こ
れ
ら
三
点
の

エ
デ
ュ
ア
ル
ド
・
ラ
ガ
ル
デ
・
ア
ラ
ン
ブ
ル
の
素
描
は
、
お
そ
ら
く
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、
旅
行
記
、
学
生
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
あ
る
い
は
新
聞
記
事
の
た
め
に
描
か
れ
た

挿
絵
群
の

一
部
で
あ
っ
た
。
画
面
右
上
の
隅
に
振
ら
れ
た
通
し
番
号
は
、
そ
の
証
左
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
作
の
作
者
は
建
築
家
兼
軍
人

(
9
番
の
作
品
解
説
を
参
照
）
で
あ
り
、
優
れ
た
素
描
家

（
『
ラ
・
ボ
ス
・
デ
・
ガ
リ
シ
ア
』
へ
と
寄
稿
す
る
に
至
っ
て
い
る
）
、
さ
ら
に
ポ
ス
タ
ー
作
家

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
能
力
は
、
長
く
引
か
れ
た
線
の
正
確
さ
や
細
緻
さ
、
お
よ
び
、
紙
の
地

そ
の
も
の
を
生
か
し
て
素
描
に
量
感
を
付
与
す
る
技
法
に
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
描
線
の
特

徴
ゆ
え
に
本
作
の
複
製
は
容
易
で
あ
っ
た
ろ
う
。

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス

1
0
九

x
九

一
cm

AII1 5
8
3
 /
 1
4
1
 

[
J
G
B
/
y
t
]
 

須
磨
氏
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
作
は
[
ア
ウ
レ
リ
ア
l

ノ
こ
丁
•
]
ベ
ル
ェ
1

テ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
由
来
し
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
《
バ
レ
ン
シ
ア
の
港
》
、
作
者
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
風

景
画
家
エ
ミ
リ
オ
・
メ
イ
フ
レ
ン
・
ロ
ッ
チ
で
あ
る
。
メ
イ
フ
レ
ン
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
生
ま

れ
、
ラ
・
リ
ョ

ッ
ジ
ャ
美
術
学
校
に
学
び
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
画
家
の
慣
例
通
り
に
ロ
ー
マ
、

お
よ
び
パ
リ
で
修
業
を
終
え
た
。
パ
リ
で
の
研
鑽
は
、
彼
の
風
景
画
の
構
想
法
の
み
な
ら
ず
、

後
代
に
お
け
る
カ
タ
ル

ー
ニ

ャ
絵
画
の
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ほ
す
こ
と
に
な
る
。

メ
イ
フ
レ
ン
は

一
八
七
九
年
に
ス
ペ
イ
ン
ヘ
と
帰
国
し
、

全
国
美
術
展
に
作
品
を
提
出
し

始
め
、
風
景
•
海
景
画
部
門
に
お
い
て
繰
り
返
し
受
賞
し
た

。

そ
の
画
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
は
、

一
九
〇
六
年
の
同
展
で
《
祈
り
、
ポ
ン
テ
ベ
ー
ド
ラ
》
に
よ
り
一
等
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
時
、
頂
点
に
達
す
る
。
彼
の
風
景
画
は
、
パ
リ
(
-
八
九
九
年
）
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
ブ
エ

ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
(
-
九

一
0
年）、

サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

(
-
九
一
六
年
）

、
サ
ン
・
デ
ィ

バ
リ
ャ
ド
リ
ー
ド
の
画
家
ア
ン
セ
ル
モ
・
ミ
ゲ
ル
・
ニ
エ
ト
は
生
地
の
美
術
学
校
で
学
び

始
め
る
が
、
一
九

0
0
年
に
マ
ド
リ
ー
ド
ヘ
と
居
を
移
し
、

王
立
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美

術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
勉
学
を
続
け
た
。

一
九

0
―
一
年
に
は
、
バ

リ
ャ
ド
リ
ー
ド
評
議
会
に
よ
る

ロ
ー
マ
留
学
奨
学
生
の
席
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ
の
出
来
事
は
、
絵
画
に
つ
い
て
の
彼
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
価
値
観
の
基
盤
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
ニ
エ
ト
は
、
ま
さ
に
近
代
美
術
の

大
き
な
転
換
が
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

一
九

0
三
年
か
ら

0
五
年
に
か
け
、
長
く
パ
リ
に
滞

在
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
常
に
前
衛
美
術
か
ら
遠
く
離
れ
た
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
代
わ
り
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
や
象
徴
主
義
の
追
従
作
品
か
ら
幻
想
性
や
官
能
性
、

な
し

1
7
1
4
 

五
五

x
三
九

cm

AII1 5
6
0
 I
 1
4
4
 

（
一
八
八

一
＼
一
九
六
五
年
）

油
彩
・
カ
ン
ヴ

ァ
ス

ア
ン
セ
ル
モ

・
ミ
ゲ

ル

4
 
ー若
い
女
の
肖
像

ニ
エ
ト

エ
ゴ
(
-
九
三
五
年
）
な
ど
、
幾
つ
も
の
国
際
博
覧
会
で
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、

メ
イ
フ
レ
ン
は
、

一
八
九

0
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
高
名
な
サ
ラ
・
パ
レ
に
二
十
点
以
上
の
作

品
を
展
示
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
数
多
く
の
個
人
展
覧
会
を
開
催
し
た
。

自
由
奔
放
な
生
涯
を
送
り
、
幾
度
も
の
旅
行
の
折
に
は
、
こ
の
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作

品
の
よ
う
に
、
目
に
映
っ
た
景
色
を
絵
画
に
残
す
の
が
習
慣
で
あ
っ
た
。
彼
の
素
早
く
率
直

な
描
法
は
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
に
端
を
発
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
の
影
響
や
主
題
の
璽
視
、
さ
ら
に
象
徴
主
義
に
も
似
た
、

哀
愁
の
漂
う
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
画
風
に
妨
げ
ら
れ
、
画
家
は
色
彩
の
輝
き
や
印
象
派
的
な

技
法
上
の
自
在
さ
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
よ
う
な
作
品
は
‘

[サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
•
]
ル
シ
ニ
ョ
ー
ル
や
て
フ
モ
ン
•
]
カ
サ
ス
ら
、
「四
匹
の
猫

」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
の
モ
デ
ル

ニ
ス
タ
と
パ
リ
を
つ
な
ぐ
「
か
け
橋
」
と
し
て
の
メ
イ
フ
レ
ン
の
役
割

を
証
明
し
て
い
る
。

[
J
G
B
/
y
t
]
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な
し
な
し

5
 
ー求
愛
の
場
面

ア
ン
テ
ィ
ミ
ス
ム
を
吸
収
し
、
そ
れ
ら
は
後
に
、
彼
が
愛
好
し
た

二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る

肖
像
画
と
裸
婦
画
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

一
九
〇
六
年
に
ニ
エ
ト
は
マ
ド
リ
ー
ド
ヘ
と
戻
り
、
す
ぐ
に
上
流
社
会
と
最
高
の
文
化
的

環
境
に
画
家
と
し
て
溶
け
込
ん
だ
。

一
九
三
七
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

と
チ
リ
に
住
み
、
同
地
で
も
展
覧
会
を
繰
り
返
し
開
催
し
て
大
い
に
名
声
を
博
し
て
い
る
。

須
磨

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
所
蔵
の
本
作
は
[
ア
ウ
レ
リ
ア

l

ノ
こ
T
]
ベ
ル
エ

ー
テ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
由
来
し
、
い
ま
だ
若
い
画
家
ー
ー
制
作
年
は

一
九

0
0
年
頃
で
あ
る
ー
ー
の
た
め

ら
い
も
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
後
に
ニ
エ
ト
の
名
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
な
る
特
徴
を
映

し
出
し
て
い
る
。

つ
ま
り
一
見
、
自
然
で
あ
り
な
が
ら
も
非
常
に
よ
く
練
ら
れ
た
構
図
、
お

よ
び
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
や

[
デ
イ
ェ
ゴ
．
]
ベ
ラ
ス
ヶ
ス
、
[
工
ド
ウ
ア
ル
ド
・

]
ロ
サ

l
レ
ス

の
絵
画
に
対
す
る
研
究
に
基
づ
く
色
遣
い
の
官
能
性
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
モ
デ
ル
の

瑞
々
し
さ
や
気
品
を
際
立
た
せ
、
彼
女
が
ま
と
う
神
秘
的
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
も
ま
た
、
そ

の
誘
惑
的
な
魅
力
を
高
め
て
い
る
。

小
詳
（
一
九
世
紀
）

油
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス

四
五

x
三
二

cm

AIi 1
 5
9
5
 /
 2
7
7
 

[
J
G
B
/
y
t
]
 

こ
の
作
品
の
作
者
は
バ
リ
ャ
ド
リ
ー
ド
の
画
家
ア
ン
セ
ル
モ
・
ミ
ゲ
ル
・
ニ
エ
ト
に
帰
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
裏
づ
け
ら
れ
る
根
拠
は
主
題
的
に
も
、
様
式
的
に
も
、
年
代
的
に

も
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い

。
本
作
は
相
当
に
前
の
時
代
、
お
よ
び
完
全
に
異
な
る
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
で
あ
る
。
「
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
・
エ
ン
レ
]
ド
[
複
雑
か
つ
巧
妙
な
プ
ロ
ッ
ト
の
喜

劇
ご
に
特
有
の
古
め
か
し
い
求
愛
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
[
の

作
品
デ
]
夕
]
の
タ
イ
ト
ル
《
家
族
の
祈
り
》
は
ま
っ
た
く
見
当
違
い
で
あ
る
。

本
作
の
非
常
に
不
安
定
な
出
来
は
、
作
者
が
素
人
画
家
、
あ
る
い
は
コ
ピ

ー
画
家
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
上
手
く
描
か
れ
た
部
分
老
婆
を
は
じ
め
と
す
る

下
部
に
作
品
の
タ
イ
ト
ル
、
作
者
の
署
名
(
P
E
R
C
E
V
A
L
)
、
制
作
年
を
示
す
の
で
あ
ろ

う
数
字
(
1
9
4
5
)

「
ヘ
ス
ス
・
デ
・
ペ
ル
セ
バ
ル
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ア
ル
メ
リ
ア
の
画
家
ヘ
ス
ス
・
ペ
レ

ス
・
デ
・
ペ
ル
セ
バ
ル
は
、
生
地
の
技
術
工
芸
学
校
で
美
術
ー
ー
絵
画
と
彫
刻
ー
ー
を
学
び

始
め
、

一
九
三

0
年
以
降
は
マ
ド
リ
ー
ド

の
王
立
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ

ー

で
勉
学
を
続
け
た
。

一
九
三
七
年
の
パ
リ
国
際
博
覧
会
で
一

等

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
幾
ら
か
の
名
声
を
得
た
も

の
の
、
そ
の
画
業
は
基
本
的
に
生
地
ア
ル
メ
リ
ア
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ペ
ル
セ
バ
ル
は
同

地
で

一
九
四
五
年
に
、
非
常
に
特
殊
な
美
学
的
提
起
を
擁
護
す
る
イ
ン
ダ
ー
ロ
運
動
を
創
始

し
、
新
鮮
味
と
精
彩
を
欠
い
た
公
的
美
術
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
理
想
主
義
に
対
抗
す
べ
く
、

ア
ル
メ

リ
ア
周
辺
に
特
有
の
〔
美
学
的
な
〕
要
素
ー
ー
エ
ル
・
ア
ル
ガ
ー
ル

文
化
や
ベ
ル

・

ビ
ー
カ
ー
文
化
の
遺
産
ま
で
含
め
た
古
典
古
代
的
な
要
素
ー
ー
を
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム

の
創
造
的
自
由
の
産
物
と
組
み
合
わ
せ
た
。

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
本
作
は
、
こ
の
美
学
的
な
信
条
に
合
致
し
て
い
る
。
明
瞭
に

4
1
6
 

ヘ
ス
ス
・
ペ
レ
ス
・
デ
・
ペ
ル
セ
バ
ル

（
一
九

一
六
＼

一
九
八
五
年
）

鉛
筆
と
水
彩
・
紙

三
二
X

二
四
Cm

AII
口
1
0
6
/
 1
5
7
 

6
 
ー選
択
の
時

人
物
の
顔
、
あ
る
い
は
髪
や
花
、
衣
装
飾
り
の
質
感
ー
ー
が
見
受
け
ら
れ
る

一
方
、
創
造
力

や
「プ

ロ
の
技
」
の
不
足
を
露
呈
す
る
大
き
な
欠
陥
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
脆

く
人
物
た
ち
の
明
ら
か
に
不
自
然
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
（
そ
の
欠
如
は
、

言

い
寄
る
男
性
の
胴

や
腕
、
な
か
で
も
若
い
女
性
の
子
ど
も
の
よ
う
な
腕
や
手
に
明
白
で
あ
る
）
、
下
方
に
採
ら
れ

す
ぎ
た
視
点
、
さ
ら
に
、
作
者
が
場
面
を
意
味
づ
け
る
た
め
に
再
現
し
た
か

っ
た
の
で
あ
ろ

う
聖
堂

の
身
廊
に
特
有
の
元
工
間
的
な
]
深
み
を
消
し
、
背
景
を
平
坦
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、

構
図
の

[過
度
な
]
正
面
性
に
認
め
ら
れ
よ
う
o

[
J
G
B
/
y
t
]
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本
作
は
す
べ
て
に
お
い
て
、
一
っ
前
の
作
品

(16
番
）
と
緊
密
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
異
な
る
印
象
を
受
け
る
も

の
の
、
同
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
同

一
の
方
針
の
も
と
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
白
熱
し
た
赤
地
に
黒
線
が
引
か
れ
た
背
景
ー
破
壊
か
、
火
事
か
、
荒
廃
か
、
死
か
|
_
＼

お
よ
び
、
一
一
人
の
人
物
の
決
死
の
取
っ
組
み
合
い
に
よ
る
激
し
い
格
闘
に
鑑
み
れ
ば
、
本
作
は
、

権
威
主
義
や
暴
力
、
弾
圧
に
立
脚
し
た
政
治
体
制
に
よ
る
負
の
結
果
の
表
現
と
し
て
結
論
づ

け
ら
れ
よ
う
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
善
悪
双
方
の
政
治
が
導
く
結
末
と
い
う
、
美

術
的
に
古
く
か
ら
の
伝
統
を
誇
る
ア
レ
ゴ
リ
ー
の
現
代
的
な
表
象
な
の
で
あ
る
。

16
番
の
作

品
で
は
調
和
、
平
和
、
進
歩
、
発
展
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
の

17
番
で

は
混
沌
、
破
壊
、
混
乱
、
対
立
、
野
蛮
が
表
さ
れ
て
い
る
。

[
J
G
B
/
y
t
]

な
し

4
1
7
 

組
み
立
て
ら
れ
、
安
定
し
た
構
図
は
、
古
典
古
代
の
遺
産
、
つ
ま
り
地
中
海
的
な
要
素
で
あ
り
、

デ
ッ
サ
ン
の
鮮
明
さ
や
正
確
さ
、
さ
ら
に
、
山
並
み
か
ら
建
築
的
な
マ
ッ
ス
、
人
物
に
至
る

ま
で
の
様
々
な
事
物
の
概
念
性
や
客
観
性
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
に
は
、

ピ
カ
ソ
と
彫
刻
へ
の
明
ら
か
な
言
及
、
そ
し
て
ペ
ル
セ
バ
ル
の
絵
画
と
彫
刻
の
双
方
に
わ
た

る
修
業
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
修
業
過
程
は
、
本
作
が
も
た
ら
す
浮
彫
の
よ
う
な
印
象
を
説
明
づ
け
よ
う
。
あ
た
か

も
本
作
は
、
選
挙
制
度
に
基
づ
く
政
治
体
制
の
美
点
I

I

秩
序
、
調
和
、
安
全
、
平
和
1

|

の
ア
レ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
誤
っ
た
選
択
を
避
け
る
た
め
の
熟
慮
を
促
す
、
何
ら
か

の
出
版
物
の
挿
絵
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

ヘ
ス
ス
・
ペ
レ
ス
・
デ
・
ペ
ル
セ
バ
ル

（
一
九

一
六
ー

一
九
八
五
年
）

素
描
と
水
彩
・
紙

――
――
-
X

二
四
Cm

AIi口
1
0
7
I
 1
5
8
 

7
 
ー論
争
（
？
）

[
J
G
B
/
y
t
]
 

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ

（
一
八
八
一
＼
一
九
七
三
年
）
に
帰
属

池
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス

八―
-
X
六
七

cm

All 1
 713 /
 
2
8
4
 

裏
面
に
自
筆
の
イ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

（
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
・
ル
イ
ス
〔
マ
マ
]
に
よ
る
母
親
の
下
絵
。
こ
の
素
晴
ら
し
く
情
緒
に

沿
れ
た
作
品
は
、

F
．
イ
ト
ゥ
リ
ー
ノ
と
と
も
に
パ
リ
の
展
覧
会
の
著
名
な
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
画
家
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
た
め
に
、

一
九

0
一
年
に
描
か
れ
た
）

自
筆
の
イ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
は
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
本
作
の
作
者
が
ピ
カ
ソ
で
あ

る
の
か
は
非
常
に
疑
わ
し
く
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
言
葉
通
り
[の
作
品
]
で
は
な
い
o

第

一
に
、
正
し
く
は
パ
ブ
ロ
・
ル
イ
ス
・
ピ
カ
ソ
で
あ
る
姓
名
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
一
九

0
一
年
六
月
に
パ
リ
ヘ
と
戻
っ
て
以
降
、
彼
は
ル
イ
ス
の
名
字
を
省
略
し
、
父

方
の
家
系
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

第
二
に
、
こ
の
状
況
で
は
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
ヘ
の
寄
贈
も
起
こ
り
得
な
い
。
と
い

う
の
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
画
家
兼
彫
刻
家
で
あ
る
彼
女
は
、
一
九

0
四
年
に
初
め
て
パ
リ

に
到
着
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
常
に
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
や

〔
テ
オ
フ
ィ

ル
•
]
ス
タ
ン
ラ
ン
の
作
品
に
見
出
さ
れ
て
き
た
、
ピ
カ
ソ
の

「
青
の
時
代
」
へ
の
つ
な
が
り
を

否
定
し
な
い
。
こ
の
つ
な
が
り
は
主
題
の
表
現
方
法
よ
り
も
、
そ
の
人
間
的
深
遠
性
に
基
づ

い
て
い
る
。

第
三
に
、
ま
さ
に
そ
の
主
題
に
鑑
み
れ
ば
、
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
本
作
を
ピ
カ
ソ

の
「
青
の
時
代
」
に
含
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
画
面
に
は
‘
[
社
会
か
ら
]
疎
ま
れ
、
見

捨
て
ら
れ
た
人
々
を
襲
う
人
間
的
孤
独
の
悲
劇
で
な
く
、
完
全
に
逆
の
事
柄
が
表
さ
れ
て
い

る
。
実
際
、
画
中
の
家
族
は
明
ら
か
に
貧
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
作
は
、
「
母
性
」
の
タ
イ
ト

ル
が
相
応
し
い
ほ
ど
に
優
し
さ
や
思
い
や
り
、
愛
情
に
溢
れ
て
い
る
。

登
場
人
物
の
性
格
や
フ
ォ
ル
ム
は
《
髭
の
老
人
》
、
《
ガ
リ
シ
ア
人
の
女
》
、
《
裸
足
の
少
女
》
な

ど
、
ア
・
コ
ル
ー
ニ
ャ
滞
在
期
の
最
終
年
(
-
八
九
五
年
）
の
作
品
を
想
起
さ
せ
る
。
不
安
定

5
8
2
 

8
 
ー屏
（
？
）
、
母
性
（
？
）
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ホ
ア
キ
ン
・
ソ
ロ

ー
リ

ャ

・
イ
・
バ
ス
テ
ィ
ー
ダ

（一

八
六
三
年
、
バ

レ
ン
シ

ア
ー

一
九
ニ――
一年
、
マ
ド

リ
ー
ド
）
は、

蒐
集
家
や

一
般
大
衆
か
ら
最
も
評
価
さ

れ
た
ス
ペ
イ
ン
人
画
家
の

一
人
で
あ
る
。
そ
の
生
涯

は
、
生
地
の
王
立
サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
勉
学
と
ロ
ー
マ
留
学
奨
学
生
試

験
(-
八
八
四
年
）
か
ら
、
全
国
美
術
展
ー
ー

一
等
メ

ダ
ル

(
-
八
九

二
年
、
九
五
年
）

、
名
誉

メ
ダ
ル

(-
九
0
一
年
）I

と
国
際
博
覧
会
ー
ー
ウ
ィ
ー
ン
と
シ
カ
ゴ

(-
八
九
四
年
）
、
ベ

ル
リ
ン

(-
八
九
七
年
）
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
(
-
八
九
八
年
）、
パ
リ

(
-
九
0
0
年）
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー

ク
(
-
九

0
九
年）

、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

(
-
九

―
二
年）

1

|
で
の
幾
度
も
の
勝
利
に
至
る
ま

で
、
成
功
の
連
続
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
欧
米
で
数
多
く
の
個
人
展
覧
会
を
開
催
し
、

そ
れ
に
よ
り
莫
大
な
富
と
大
量
の
注
文
を
得
た
。

し
か
し
、
ソ
ロ
ー
リ
ャ
は
二
十
世
紀
の
美
術
史
家
か
ら
適
切
に
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
の
か
。
彼
は
絵
画
に
つ
い
て
因
習
的
な
価
値
観
を
有
し
、
依
然
と
し
て
文
学
的
な
要

素
や
主
題
ー
ー
だ
か
ら
こ
そ
公
に
成
功
し
た
の
で
あ
ろ
う
ー
1

、
あ
る
い
は
周
囲
の
現
実
描

写
に
価
値
を
見
出
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
ソ
ロ
ー
リ
ャ
は
、

「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」の
斬
新

性
を
理
解
す
る
に
も
、

評
価
す
る
に
も
至
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

須
磨

コ
レ

ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
本
「
ス
ケ
ッ
チ
」
は
、
こ
れ
ら
の
内
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ

[
周
囲

右
下
に
作
者
の
署
名
(J.
S
o
r
o
ll
a
)
 

7
0
5
 

ダ
(
-
八
六
―――ー

一
九
―
一三
年）

油
彩

・
板

一
七

x-
―六

em

A
I
I
1
9
0
 I
 1
9
9
 

ホ
ア
キ
ン
・
ソ
ロ
ー
リ
ャ
・
イ
・
バ
ス
テ
ィ
ー

，
 

ー浜
辺
の
修
道
女
た
ち

な
絵
具
の
塗
り
、
あ
る
い
は
、
顔
な
ど
の
部
分
に
お
け
る
完
璧
さ
と
手
足
な
ど
の
箇
所
に
お

け
る
粗
雑
さ
の
較
差
も
、
本
作
の
作
者
が
、

「青
の
時
代
」
の
ピ
カ
ソ
の
よ
う
に
技
法
的
な
事
柄

を
す
べ
て
会
得
し
た
画
家
で
な
く
、
修
業
中
の
身
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
[
J
G
B
/
y
t
]

左
下
に
作
者
の
署
名
（
＜
と
KE
N
T
I
N
D
E
 ZUBIAURRE
)
 

1
4
4
6
 

゜
2
 
ト
ル
ト
ラ
・
デ
・
バ
レ
ン
シ
ア

の
現
実
描
写
]
に
属
す
る
。
制
作
時
期
は

二
十
世
紀
初
頭
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
顧
客

に
特
有
の
軽
快
な
主
題
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
支
持
体
は
珍
し
く
板
で
あ
る
も
の
の
、
省

略
的
な
筆
遣
い
、
前
景
の
逆
光
の
人
物
た
ち
と
背
景
の
輝
か
し
い
陽
光
の
対
置
に
よ
る
構
図

の
組
み
立
て
、
さ
ら
に
、
陰
影
の
青
色
に
よ
り
釣
り
合
い
を
と
ら
れ
た
頭
巾
の
白
色
と
修
道

服
の
黒
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
彼
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
本
作
は
ソ
ロ
ー

リ
ャ
の
追
求
、
つ
ま
り
生
気
と
活
力
に
よ
り
画
面
に
躍
動
感
を
も
た
ら
す
要
素
で
あ
る
光
の

表
現
の
好
例
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
ス
ペ
イ
ン
外
光
派
」
は
「印
象
派
」
と
履
き
違
え
ら

れ
て
い
る
。

バ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
デ
・
ス
ビ
ア
ウ
レ

（
一
八
七
九
ー
一

九
六
三
年）

油
彩

・
カ
ン
ヴ

ァ
ス

四
O
X
二
七

em

A
I
i
 1
 6
2
9
 I
 4
5
2
 

[
J
G
B
/
y
t
]
 

ハ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
デ
・
ス
ビ
ア
ウ
レ

・
ア
ギ
レ
サ
バ
ル
は
、
生
没
の
地
こ
そ
マ
ド
リ
ー
ド

で
あ
る
が
、
そ
の
家
系
や
感
性
、
大
半
の
作
品
に
お
け
る
主
題
、
さ
ら
に
、
先
祖
の
出
身
地

ガ
ラ
イ

（ビ
ス
カ
ヤ
県
）
に
開
い
た
ア
ト
リ
エ
で
制
作
を
続
け
た
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
常
に

バ
ス
ク
の
画
家
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。

父
が
王
宮
礼
拝
堂
の
音
楽
家
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
は
マ
ド
リ
ー
ド
で
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
芸
術
的
な
家
庭
環
境
は
バ
レ
ン
テ
ィ
ン
と
弟
ラ

モ
ン
の
成
長
を
方
向
づ
け
、
彼
ら
は
と

も
に
聾
唖
者
で
あ
っ
た
た
め
、
絵
画
に
進
路
を
見
出
し
、
王
立
サ
ン

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術

ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
た
。

こ
の
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
教
育
は
、
絵
画
に
つ
い
て
の
彼
の
因
習
的
な
価
値
観
に
影
響
を
及

ほ
し
、
そ
れ
は
、
兄
弟
が
母
の
同
行
を
得
て
、
研
鑽
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
を
繰
り
返

し
旅
行
し
た
後
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
画
業
に
お
い
て
バ
レ
ン
テ
ィ
ン
は
、
バ
ス
ク
の
地
、
お
よ
び
、
同
じ
く
聾
唖
の
友
人
チ

ェ

14 



ス
テ
伯
と
と
も
に
セ
ゴ
ビ
ア
に
滞
在
し
た
折
に
の
み
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
地
方
を
執
拗
に
賛

美
し
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
似
通
っ
た
作
品
で
あ
り
、
主
題
古
代
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

を
模
し
た
田
園
世
界
の
幸
福
の
表
現
か
ら
、
人
物
顔
や
手
を
日
に
焼
い
た
、
健
康

的
な
表
情
の
彼
ら
は
、
型
に
嵌
っ
た
衣
服
か
ら
常
に
際
立
っ
て
い
る
や
山
並
み
、
家
具

調
度
品
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
が
あ
り
き
た
り
で
あ
る
。
言
う
な
ら
ば
、
民
族
主
義
的
な
要

素
が
美
術
作
品
と
し
て
の
出
来
に
優
先
し
て
し
ま

っ
て
い
る
0

[
た
だ
し
]
そ
れ
に
よ
り
、
蒐
集

家
か
ら
の
人
気
、
あ
る
い
は
国
内

一
九

一
七
年
と
五
七
年
の
全
国
美
術
展
で
そ
れ
ぞ
れ
、

一
等
メ
ダ
ル
と
名
誉
メ
ダ
ル
に
輝
い
て
い
る
I

ー
や
世
界
に
お
け
る
公
の
名
声
が
妨
げ
ら
れ

る
こ
と
は
な
く
、
彼
は
五
大
陸
す
べ
て
で
展
覧
会
を
開
催
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ジ
オ
ン
・
ド

ヌ
ー
ル
勲
章
(
-
九
一
一三
年
）
な
ど
の
叙
勲
を
受
け
て
い
る
。

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
本
作
は
、
タ
イ
ト
ル
が
主
題
に
合
致
し
て
い
な
い
も
の
の
、

ス
ビ
ア
ウ
レ
に
定
番
の
主
題
か
ら
外
れ
た
東
洋
的
な
場
面
を
表
し
て
い
る
。
神
秘
性
に
溢
れ

る
幻
想
的
な
雰
囲
気
は
、
陳
腐
な
象
徴
主
義
の
な
か
に
押
し
込
め
ら
れ
、
そ
れ
は
、
彼
に
極

め
て
特
徴
的
な
青
み
が
か
っ
た
冷
た
い
色
調
、
さ
ら
に
、
あ
た
か
も
民
族
芸
術
や
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
美
術
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
美
術
で
あ
る
か
の
よ
う
に
乱
雑
な
人
物
や
事
物
の
デ
ッ
サ
ン
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

[
J
G
B
/
y
t
]
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須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
イ
ン
近
代
絵
画
三
作
品
に
関
す
る
調
介
報
告

長
崎
県
美
術
館
所
蔵
の
五

0
0
点
を
数
え
る
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
研
究
は
、
そ
の

前
身
で
あ
る
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
時
代
の

一
九
八

0
年
に
刊
行
さ
れ
た
図
録
「
須
磨
コ
レ
ク

(
1
)
 

シ
ョ
ン
ス
ペ
イ
ン
美
術
」
（
以
下
、
一
九
八

0
年
図
録
と
略
す
）
や
、

二
0
0
五
年
の
開
館
記

念
展
「
よ
み
が
え
る
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
五
百
年
」
展
図
録
（
以
下
、

(2
)
 

二
0
0
五
年
図
録
と
略
す
）
、
そ
し
て
当
紀
要
第
二
号
よ
り
連
載
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
人
研

究
者
に
よ
る
調
査
報
告
な
ど
を
場
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
は

所
蔵
作
品
を
す
べ
て
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
作
者
同
定
、
主
題
や
制
作
経
緯
と
い
っ

た
基
礎
情
報
が
整
っ
て
い
な
い
作
品
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
う
ち
の

一
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
め
に
か
け
、
い
ず
れ
も
バ
レ
ン
シ
ア
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画
家

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
三
点
の
作
品
に
関
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
で
の
調
査
結
果
や
須
磨
家
伝
来

の
資
料
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
幾
つ
か
の
さ
さ
や
か
な
新
知
見
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

エ
ミ
リ
オ
・
サ
ラ
作
《
カ
シ
ー
ノ
・
デ
・

め
の
習
作
》
(
A
2
1
0
5
5
0
)

に
つ
い
て

は
じ
め
に

マ
ド
リ
ー
ド
の
装
飾
画
の
た

こ
の
作
品
（
図
1
)
は
、
一
九
九
五
年
に
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
っ

(3
)
 

た
も
の
で
、
「
新
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ス
ペ
イ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
」
に
お
い
て
初
め
て
紹

(
4
)
 

介
さ
れ
た
。
須
磨
禰
吉
郎
の
残
し
た
作
品
台
帳
、
通
称
「
須
磨
ア
ル
バ
ム
」
（
と
吋
,
vol. 
XIII, n. 

3
)

に
お
い
て
は
、
そ
の
一
八

一
番
、
作
者
が
エ
ミ
リ
オ
・
サ
ラ
、
タ
イ
ト
ル
が
"
P
i
n
t
u
r
a

Decorativa del C
a
s
i
n
o
 d
e
 M
a
d
r
i
d
 (
マ
ド
リ
ー
ド
の
カ
シ
ー
ノ
の
装
飾
画
）
．．
 
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
二

0
0
五
年
図
録
で
久
々
湊
直
子
は
、
当
作
と
マ
ド
リ
ー
ド
の
カ

シ
ー
ノ
・
デ
・
マ
ド
リ
ー
ド
こ
こ
で
は
カ
ジ
ノ
と
は
呼
ば
ず
ス
ペ
イ
ン
語
の
カ
シ
ー
ノ

を
そ
の
ま
ま
用
い
る
I

I

に
あ
る
完
成
場
面
に
つ
い
て
、
モ
チ
ー
フ
や
箪
致
の
相
違
に
簡
潔

(5
)
 

に
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
補
足
す
る
形
で
、

箪
者
が
二
0
1
0
年
秋
に
当
地

を
訪
れ
作
品
を
実
見
し
た
際
に
得
ら
れ
た
知
見
を
交
え
な
が
ら
、

当
館
所
蔵
作
と
完
成
作
と

(6
)
 

の
関
係
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

ま
ず
は
作
者
で
あ
る

エ
ミ
リ
オ
・
サ
ラ

(
-
八
五

0

|
―
九
一

0
年
）
に
つ
い
て
振
り
返
っ

(
7
)
 

て
お
く
。
サ
ラ
は
バ
レ
ン
シ
ア
州
ア
リ
カ
ン
テ
県
の
ア
ル
コ
イ
に
生
ま
れ
、
バ
レ
ン
シ
ア
に

学
ん
だ
。

一
八
八
五
年
に
ロ
ー
マ
の
ス
ペ
イ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
奨
学
金
を
得
て
同
地
に
留

学
、
翌
年
か
ら
は
パ
リ
に
本
拠
を
移
し
制
作
し
た
。
パ
リ
で
制
作
し
た
《
ユ
ダ
ヤ
人
の
追
放

（
一
四
九
二
年
）
》
（
一
八
八
九
年
、
プ
ラ
ド
美
術
館
）
は
、
一
九
世
紀
ス
ペ
イ
ン
歴
史
画
に
お
け

る
傑
作
の
一
っ
に
数
え
ら
れ
る
。
サ
ラ
は
そ
う
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ジ
ャ
ン
ル
に
長
け
た

一
方
で
、
パ
リ
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
香
り
を
漂
わ
せ
た
灌
洒
な
装
飾
絵
画
も
得
意
と

し
た
。
最
晩
年
(
-
九

0
九
-
1
0
年
）
に
手
掛
け
ら
れ
た
カ
シ

ー
ノ
・
デ
・
マ
ド
リ
ー
ド
の

装
飾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
ま
た
マ
ド
リ
ー
ド
の
王
立
サ
ン
・
フ
ェ
ル

(8
)
 

ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
と
し
て
活
躍
し
、

『色
彩
の
文
法
』
(
-
九

0
六
年
）
と
題
さ
れ

た
美
術
理
論
書
を
公
刊
す
る
な
ど
、
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
画
壇
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
ふ

る
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。

カ
シ
ー
ノ
・
デ
・
マ
ド
リ
ー
ド
（
図

2
)
は、

一
八
三
六
年
に
設
立
さ
れ
た
由
緒
あ
る
高
級

社
交
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
そ
の
本
拠
地
は
マ
ド
リ
ー
ド
の
中
心
地
、
プ
エ
ル
タ
・
デ
ル
・
ソ
ル

川

瀬

佑

介
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(9
)
 

か
ら
ほ
ど
近
い
ア
ル
カ
ラ
通
り

一
五
番
地
に
建
つ
建
物
で
、
一
九
一

0
年
に
落
成
し
た
。
そ

の
建
築
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
選
ば
れ
た
図
案
を
元
に
ス
ペ
イ
ン
人
建
築
家
ホ
セ
・
ロ
ペ
ス
・

サ
リ
ャ
ベ
リ
が
第
二
帝
政
様
式
で
建
設
し
て
い
る
。
建
物
の
中
で
最
も
大
き
な
部
屋
が

二
階

に
あ
る
サ
ロ
ン
・
レ
ア
ル

（王

の
間
）
、
も
し
く
は
サ
ロ
ン
・
デ
ル

・
バ
イ
レ
（
舞
踏
の
間
）
と

呼
ば
れ
る
広
間

（図

3
)
で
あ
り
、
こ
の
部
屋
に
最
も
豪
華
で
手
の
込
ん
だ
装
飾
が
施
さ
れ

(10
)
 

た
。
そ
し
て
建
物
が
完
成
し
た
年
、
サ
ラ
が
こ
の
大
広
間
の
天
井
湾
曲
面
を
フ
リ
ー
ズ
状
に

一
周
す
る
、
計
十
六
点
の
油
彩
に
よ
る
カ
ン
ヴ

ァ
ス
画
連
作
の
注
文
を
受
け
た
。
し
か
し
そ

の
翌
年
、
九
点
を
完
成
さ
せ
た
時
点
で
サ
ラ
は
急
逝
し
、
残
り
の
場
面
は
弟
子
で
あ
っ
た
セ

シ
リ
オ
・
プ
ラ
(
-
八
六
0

|
―
九
三
四
年
）
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
場
面
も
、
古
代
風
の
裾
の
長
い
衣
装
を
着
た
若
い
女
性
た
ち
が
自
然
風
景
の
中

に
（し
ば
し
ば
踊
り
や
音
楽
を
奏
で
な
が
ら
）
行
進
す
る
姿
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
北
東

の
角
の
場
面

（図
4
)
の
向
か

っ
て
右
半
分
が
、

当
館
所
蔵
作
の
完
成
場
面
に
あ
た
る
。
森
林

風
景
を
背
後
に
壇
上
を
歩
く
三
人
の
女
性
と
、
そ
こ
に
加
わ
ら
ん
と
し
て
助
け
を
借
り
な
が

ら
壇
を
登
る
四
人
目
の
女
性
の
後
姿
が
、
ほ
ぽ
同

一
の
構
図
で
表
さ
れ
て
い
る
。
最
大
の
相

違
は
、
構
図
の
右
下
の
隅
に
、
当
館
の
下
絵
で
は
数
本
の
線
で
の
み
暗
示
さ
れ
て
い
た
少
女

の
座
像
が
追
加
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
下
絵
の
左
上
角
に
弧
を
描
く
よ
う
に
余

白
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
完
成
作
が
曲
面
状
の
壁
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
計
算
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

全
体
の
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
各
場
面
の
主
題
に
つ

い
て
は
、
ロ
ペ
ス
・
フ

ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
に
よ
る
王
の
間
の
装
飾
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
、

(11
)
 

「
演
劇
、
音
楽
、
歌
唱
の
寓
意
を
踏
ま
え
て
い
る
」
と
論
じ
ら
れ
る
に
留
ま
り
、
具
体
的
に
は

解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
長
崎
の
下
絵
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、

一
九

0
九
年

一
月
に

サ
ラ
が
連
作
の
注
文
を
受
け
た
後
、
翌
二
月
に
最
初
の
支
払
い
を
受
け
、
翌
一

0
年
四
月
に

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
九

0
九
年
二
月
か
ら

一
0
年
四
月
の
間
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
llj
能
で
あ
ろ
う
。

マ
ヌ
エ
ル
・
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
作
《
裸
婦
》
(
A
2
1
0
1
0
0
)

に
つ
い
て

こ
の
作
品
（
図

5
)
は
、
一
九
七

0
年
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
第

一
次
寄
贈
作
品
百
四
点
の
う

ち
の

一
点
で
あ
り
、
爾
来
単
に
《
裸
婦
》
と
い
う
題
で
知
ら
れ
て
き
た
。
木
立
の
前
に
、
豊
満

な
身
体
を
あ
ら
わ
に
し
た
妙
齢
の
女
性
が

一
人
立
っ
て
い
る
。
彼
女
の
足
元
は
浅
い
水
に
浸

か

っ
て
お
り
、
白
い
タ
オ
ル
の
よ
う
な
ド
レ
ー
プ
を
手
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
古
代
神

話
の
水
浴
場
面
へ
の
連
想
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
女
性
の
健
康
的
な
官
能
美
を
振
り
ま
く
、
高

さ
ニ
メ
ー
ト
ル
近
い
堂
々
た
る
裸
体
画
で
あ
る
。
静
物
モ
チ
ー
フ
の
上
に
は
画
家
の
署
名
も

記
さ
れ
て
い
る
。

作
者
の
マ
ヌ
エ
ル

・
ベ
ネ
デ
ィ

ー
ト

(-
八
七
五
ー
一

九
二
四
年
）
は
、
バ
レ
ン
シ
ア
で
生

(12
)
 

ま
れ
マ
ド
リ
ー
ド
で
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
。
生
地
の
ア
カ
デ
ミ
ー
と
マ
ド
リ
ー
ド
で
教
育

を
受
け
、
と
り
わ
け
後
者
の
地
で
師
事
し
た
同
郷
の
ソ
ロ
ー
リ
ャ
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

彼
は
、
優
れ
た
素
描
の
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
流
麗
な
箪
致
で
描
く
写
実
的
な
戸
外
風
景
や

地
方
主
義
的
主
題
を
得
意
と
し
、
ま
た
上
流
階
級
の
面
々
を
描
い
た
肖
像
画
で
も
評
判
を
確

立
し
た
。

一
九
―
10
年
代
以
降
は
前
衛
芸
術
の
潮
流
に
与
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ま
で
に
確

立
し
た
自
己
の
様
式
を
反
復
踏
襲
し
た
が
、

一
九
二
三
年
に
は
サ
ン

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
選
出
、
翌
年
に
は
逝
去
し
た
ソ
ロ

ー
リ

ャ
の
後
を
継
い
で
同
教
授
に
就

任
、
の
ち
に
は
院
長
も
務
め
る
な
ど
、
要
職
を
歴
任
し
た
。

一
九
八

0
年
図
録
は
、
当
の
裸
婦
像
に
つ
い
て
、
画
家
後
期
の
作
品
で
、
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

(13
)
 

な
作
風
」
を
「
機
械
的
に
繰
り
返
し
て
い
た

一
九
四

0
年
代
に
制
作
さ
れ
た
」
も
の
と
し
て
、
あ

ま
り
好
意
的
に
評
価
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
度
筆
者
は
こ
の
作
品
が
画
家
の
最
盛
期

一
九

一
八
ー

一
九
年
頃
の
制
作
で
あ
り
、
ま
た
奇
し
く
も
先
述
の
マ
ド
リ
ー
ド
の
カ
シ

ー
ノ

の
サ
ロ
ン
・
レ
ア
ル
の
装
飾
と
関
連
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
は
、
サ
ロ
ン

・
レ
ア
ル
の
壁
を
飾
る
、

一
日
の
四
つ
の
時
間
を
表
す
寓
意

画
連
作
の

一
点
と
し
て
《
ヴ
ィ

ー
ナ

ス
の
化
粧
（
午
後
の
寓
意
）》（
図
6
)を
制
作
し
て
い
る
。

そ
れ
を

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
長
崎
の
作
品
は
カ
シ
ー
ノ
の
作
品
を
簡
略
化
し
た
構
図

を
示
す
。
し
か
し
画
家
が
二
十
年
以
上
あ
と
に
な

っ
て
ほ
ぽ
同

一
の
構
図
を
繰
り
返
し
描
い

た
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
以
下
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
長
崎
の
作
品
は
カ
シ
ー
ノ
の
作
品

に
先
立
っ
て
制
作
さ
れ
た
下
絵
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
た
い
。

両
作
品
を
比
較
し
て
み
る
と
、
カ
シ
ー
ノ
の
そ
れ
は
長
崎
作
品
よ
り
横
幅
が
あ
る
カ
ン
ヴ

ァ

ス
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
裸
婦
の
背
後
に
か
し
ず
く
中
東
風
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
半

裸
の
侍
女
、
水
の
流
れ
出
す
泉
、
そ
し
て
豪
華
な
衣
装
や
装
身
具
、

壺
な
ど
が
描
き
こ
ま
れ

て
お
り
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
入
浴
図
に
見
立
て
た
逸
話
的
な
要
素
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
裸
婦
の
ポ
ー
ズ
は
ほ
ぼ
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
長
崎
作
品
で
は
足
の

つ
ま
先
が
水
に
浸
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
カ
シ

ー
ノ
作
品
で
は
ま
だ
浸
か
っ
て
い
な
い
。

頭
部
は
長
崎
作
品
の
方
が
生
き
生
き
と
個
性
的
な
表
情
を
示
し
、
顔
の
つ
く
り
も
立
体
的
に

表
さ
れ
て
い
る

一
方
、
カ
シ
ー
ノ
作
品
で
は
表
情
が
厚
化
粧
を
し
た
よ
う
に
平
板
で
あ
る
。
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長
崎
作
品
の
女
が
持
つ
白
い
ド
レ

ー
プ
は
、
例
え
ば
手
が
つ
か
ん
だ
部
分
や
左
足
の
つ
ま
先

に
垂
れ
た
部
分
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ベ
ネ
デ
ィ

ー
ト
に
特
徴
的
な
大
胆
で
素
早
い
筆
致
に

よ
り
形
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

一
方
カ
シ
ー
ノ
作
品
で
は
、
形
が
よ
り
正
確
に
描
き
出
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、

鋪
致
の
勢
い
は
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
、
長
崎
の
作
品
は

晩
年
の
機
械
的
な
繰
り
返
し
作
品
と
は

一
線
を
画
す
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
そ
し
て
デ
イ
テ
ー

ル
に
見
ら
れ
る
鮮
や
か
な
箪
致
は
、
長
崎
の
作
品
が
カ
シ

ー
ノ
の
作
品
の
レ
プ
リ
カ
と
い
う

よ
り
も
、
完
成
作
品
に
先
立
っ

て
制
作
さ
れ
た
、
同
じ
モ
デ
ル
の
裸
体
像
下
絵
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
従
っ
て
制
作
年
も
完
成
作
と
ほ
ほ
同
じ
、
一
九
一
八
ー

一
九
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
、
ロ
ペ
ス
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
も
う

一
点
別
の
署
名
の
な
い
下
絵
を
紹
介
し
、

(15
)
 

一
九

一
八
ー＇一

九
年
に
編
年
し
て
い
る

（図
7
、
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
財
団
蔵
）
。
そ
れ
は
侍
女
や

壺
な
ど
の
逸
話
的
要
素
を
省
い
た
、
長
崎
と
同
じ
構
図
の
作
品
で
、
コ
ル
テ
シ
ー
ナ
の
顔
も
、

カ
シ
ー
ノ
作
品
よ
り
長
崎
の
そ
れ
に
近
い
。
そ
の
大
ぶ
り
な
が
ら
的
確
に
形
を
捉
え
る
筆
致

の
性
格
は
長
崎
の
作
品
と
共
通
す
る
も
の
の
、
水
面
や
女
性
の
足
先
、
そ
し
て
静
物
の
載
る

石
の
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
表
現
は
明
ら
か
に
省
略
的
で
あ
り
、
よ
り
仕
上
げ
ら
れ
た
長
崎
の
作

品
と
の
差
異
を
見
せ
る
。

画
面
の
観
察
か
ら
得
ら
れ
た
こ
の
結
果
は
、
禰
吉
郎
作
成
の
台
帳
「
須
磨
ア
ル
バ
ム
」
の
当

該
項
目
（
と
i
e
,vol. 
XXIII
,
 
n
.16)
に
添
え
ら
れ
た
"B
o
c
e
t
o
p
a
r
a
 la sala d
e
 baile del C
a
s
i
n
o
 

d
e
 M
a
d
r
i
d
(
マ
ド
リ
ー
ド
の
カ
シ
ー
ノ
の
舞
踏
の
間
の
た
め
の
下
絵
）
9
-

と
い
う
注
釈
が
正
し

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
禰
吉
郎
本
人
伝
来
の
情
報
は
、
と
り
わ
け
物
故
作

(16
)
 

家
の
帰
属
に
関
す
る
誤
り
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
て
以
降
、
調
査
研
究
に
お
い
て
は
こ
れ
ま

で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
嫌
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

当
時
の
存
命
作
家
作
品
に
関
し
て
は
、

彼
が
画
家
本
人
や
そ
の
周
辺
の
人
物
か
ら
情
報
を
入
手
し
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
重
要
な

情
報
源
と
し
て
精
査
す
る
価
値
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
に
つ
い
て

言
え
ば
、
須
磨
は
実
際
彼
と
直
接
知
己
を
持
っ
て
い
た
。
著
書
『
ス
ペ
イ
ン
藝
術
精
神
史
』
で
は
、

こ
の
画
家
に
つ
い
て
、
「
賓
に
好
い
人
物
で
彼
と
の
長
い
交
遊
の
美
し
い
想
ひ
出
は
盛
き
な
い
」

（
表
記

マ
マ

）
と
回
想
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
禰
吉
郎
が
作
成
し
た
ス
ペ
イ
ン
時
代
の
写
真
ア

ル
バ
ム
に
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
公
使
館
で
の
パ
ー
テ
ィ
の

一
場
面
と
思
し
き
集
合
写
真
に
、

二
人
が
一
緒
に
写
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
（
図

8
)
、
両
者
の
親
交
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
《
裸
婦
》
に
描
か
れ
た
モ
デ
ル
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
先
述
の
「
須
磨
ア
ル
バ
ム
」
は
、

長
崎
の
作
品
を
"E
l
e
n
a
C
o
r
t
e
s
i
n
a
"
の
題
で
記
載
し
た
上
で
、
"E
l
e
n
a
,bailarin
a
 de
 la c
a
m
a
r
a
 

d
e
 A
l
f
o
n
s
o
 
XIII V
a
l
e
n
c
i
a
n
a
"
 (
エ
レ
ナ
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
十
三
世
の
バ
レ
リ
ー
ナ
、
バ
レ
ン

シ
ア
人
）
と
の
注
釈
も
添
え
、
こ
の
人
物
が
像
主
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

エ
レ
ナ
・

コ
ル
テ
シ
ー
ナ

(-
九

0
四
？
ー
八
四
年
）
は
、
バ
レ
ン
シ
ア
生
ま
れ
の
高
名
な
映
画
女
優
に

(19
)
 

し
て
舞
台
俳
優
で
あ
り
、
映
画
監
督
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。

ロ
ペ
ス
・
フ
ェ
ル

ナ
ン
デ
ス
が
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
の
家
族
よ
り
得
た
と
い
う
情
報
に
よ
れ
ば
、
カ
シ
ー
ノ
の
作
品

(20
)
 

に
つ
い
て
も
、
モ
デ
ル
が
エ
レ
ナ
・
コ
ル
テ
シ
ー
ナ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
著
名
な
バ
レ
リ
ー
ナ
が
全
身
裸
体
像
を
肖
像
と
し
て
描
か
せ
た
と
は
考
え
に
く
く
、

頭
部
の
み
に
コ
ル
テ
シ
ー
ナ
の
風
貌
が
当
て
は
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ム
ニ
ョ
ス
・
デ
グ
ラ
イ
ン
作

《聖
地
~
聖
母
の
泉

》

(
A
2
1
0
5
4
2
)

に
つ
い
て

本
作
（
図

9
)
は
、
サ
ラ
の
《
カ
シ
ー
ノ
・
デ
・
マ
ド
リ
ー
ド
の
装
飾
画
の
た
め
の
習
作
》
と

並
ん
で
一
九
九
五
年
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
よ
り
《
聖
地
》
と
い
う
題
で
、

そ
し
て

二
0
0
五
年
固
録
で
は
《
聖
地
（
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
）
》
の
題
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ

で
は
描
か
れ
た
情
景
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
い
同
定
を
試
み
る
。

ム
ニ
ョ
ス
・
デ
グ
ラ
イ
ン
(
-
八
四
0
ー
一

九
二
四
年
）
は
バ
レ
ン
シ
ア
に
生
ま
れ
、
生
地

の
サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
学
ん
だ
の
ち
風
景
画
の
分
野
で
名
を
成
し
た
画
家

(21
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で
あ
る
。

一
八
七

0
年
代
後
半
か
ら
は
大
規
模
な
歴
史
画
に
も
手
を
染
め
、
と
り
わ
け
ロ
ー

マ
滞
在
中
の
一
八
八
四
年
に
制
作
さ
れ
た
《
テ
ル
エ
ル
の
恋
人
た
ち
》
（
プ
ラ
ド
美
術
館
）
は
、

同
年
の
全
国
美
術
展
で

一
等
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
画
家
の
名
声
を
決
定
づ
け
た
。

一
八
九
五

年
に
は
カ
ル
ロ
ス
・
デ
・
ア
エ
ス
の
後
任
と
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
の
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美

術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
風
景
画
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
の
頃
か
ら
よ
り
自
由
で
神
秘
的
な
色

遣
い
と
ポ
ス
ト
印
象
主
義
的
な
点
描
技
法
、
そ
し
て
象
徴
主
義
的
主
題
を
導
入
し
、
そ
れ
ま

で
の
ス
ペ
イ
ン
の
風
景
画
の
写
実
的
傾
向
に
革
新
を
も
た
ら
し
た
。
晩
年
は
と
り
わ
け
中
近

東
世
界
に
魅
せ
ら
れ
、
《
ロ
ー
ド
ス
島
の
港
》
(
-
九

一
四
年
、
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア

カ
デ
ミ
ー
、
マ
ド
リ
ー
ド
）
な
ど
、
聖
書
や
神
話
を
下
敷
き
に
現
実
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
入
り

交
ざ
っ
た
独
自
の
風
景
画
を
確
立
さ
せ
た
。

長
崎
の
作
品
は
、
百
合
の
咲
く
泉
の
ほ
と
り
に
二
人
の
少
女
が
水
汲
み
に
訪
れ
た
情
景
を

表
し
て
い
る
。
対
岸
に
は
オ
リ
ー
ヴ
の
木
々
が
不
気
味
に
枯
れ
枝
を
伸
ば
し
、
そ
の
下
で
は

19 



炎
の
よ
う
に
赤
い
小
さ
な
花
が

一
面
に
咲
い
て
い
る
。
そ
し
て
一
番
星
が
光
る
紫
色
の
た
そ

が
れ
空
の
も
と
、
情
景
は
沈
ん
だ
ば
か
り
の
太
陽
の
残
光
に
よ
っ
て
ほ
ん
の
り
と
黄
金
色
に

照
ら
さ
れ
て
い
る
。
本
カ
ン
ヴ
ァ
ス
は
現
在
の
大
き
さ
の
木
枠
に
張
ら
れ
た
際
、
四
方
が
数

セ
ン
チ
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
左
下
の
署
名
の
位
置
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ

(22
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ル
の
構
図
は
概
ね
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二
0
0
五
年
図
録
は
本
作
に
関
し
、
「
画
家
自
身
に
よ
る
裏
書
か
ら
、
こ
こ
で
描
か
れ
て
い

る
の
は
聖
地
、
つ
ま
り
エ
ル
サ
レ
ム
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
」
と
し
て
、
裏
書
を
《
聖
地
（
エ
ル

サ
レ
ム
）
》
と
い
う
現
行
タ
イ
ト
ル
の
根
拠
と
し
て
い
た
。
そ
の
同
定
自
体
は
正
し
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
裏
を
見
る
と
（
図

10
)、
よ
り
正
確
に
は
黒
の
太
い
ブ

ロ
ッ
ク

体
で

"Tierra
S
a
n
t
a
.
 Fu
e
nte d
e
 la Virgeǹ
｀
つ
ま
り
「
聖
地
如
吾
母
の
泉
」
と
あ
り
、
さ
ら
に

加
え
て
赤
の
筆
記
体
で

"B
y
A
n
t
o
n
i
o
 M
u
n
o
z
 D
e
g
r
a
i
n
"
と
作
者
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
黒
、
赤
の
書
き
込
み
の
築
跡
は
須
磨
弾
吉
郎
の
旧
蔵
作
品
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
別
人
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
本
作
以
外
に
も
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
ム
ニ
ョ
ス

・
デ
グ
ラ
イ
ン
本
人
の
し
た
た
め
た
も
の
と
は
認
め
が
た

い
。
し
か
し
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
を
「
聖
母
の
泉
」
と
関
連

付
け
て
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ゆ
え
に
タ
イ
ト
ル
と
し
て
は
《
聖
地
;
笙
舟
の
泉
》

を
提
案
し
た
い
。

ム
ニ
ョ
ス

・
デ
グ
ラ
イ
ン
は
、

一
八
九

0
年
代
後
半
以
降
神
智
学
に
興
味
を
持
ち
、
少
な

く
と
も
二
回
中
近
東
を
訪
問
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
モ
ロ

ッ
コ
な
ど
の
北
ア
フ
リ
カ
だ
け

で
な
く
中
近
東
に
ま
で
足
を
延
ば
し
た
作
家
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ス
ム
絵

画
の
中
で
は
特
筆
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
そ
う
し
て
聖
書
や
神
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
下
敷
き

に
し
た
、
現
実
と
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
の
入
り
交
ざ

っ
た
象
徴
主
義
的
風
景
画
を
制
作
、
独
自
の

世
界
を
構
築
し
た
。

当
作
の
「
聖
母
の
泉
」
と
は
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
あ
り
、
聖
母
マ
リ
ア
が
幼
子
イ
エ
ス
の
産

着
を
洗

っ
た
と
い
う
伝
承
の
あ
る
泉
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
泉
は
、

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
町
の
東
を
南
北
に
走
り
、
町
と
オ
リ
ー
ヴ
山
と
を
分
け
る
キ
ド
ロ
ン

（
ヨ

シ
ャ
フ
ァ

ト
）
の
谷
に
あ
る
。
そ
う
し
た
前
提
の
元
画
面
に
立
ち
返
る
と
、
水
辺
の
百
合
が
聖

栂
マ
リ
ア
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
二
0
0
五
年
図
録
で
森
園
敦
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
画
面
左
で
は
ま
ば
ら
に
生
え
奮
の
状
態
で
あ
っ
た
花
が
、
泉
の
周
囲
で
咲
き
誇
っ

て
い
る
こ
と
に
は
、
何
ら
か
の
象
徴
的
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
今
後
の
研
究
が
必
要
で
あ

る
。
泉
の
右
端
に
立
つ
彫
像
は
、
マ
リ
ア
像
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
川
越
し
の
西
の
方
角
に
イ
エ

お
わ
り
に

ル
サ
レ
ム
の
町
が
見
え
、
そ
の
向
こ
う
に
陽
が
沈
む
の
も
、
合
点
が
い
く
。

一
九

0
五
年
以
降
の
ム
ニ
ョ
ス

・
デ
グ
ラ
イ
ン
の
作
品
に
は
、

一
九
0
七
年
の
《
キ
ド
ロ
ン

の
谷
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
》
や

一
九

一
三
年
の
《
ヨ
シ
ャ
フ
ァ
ト
の
谷
》（
共
に
バ
レ
ン
シ
ア
美
術

(27
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館
）
な
ど
、
同
じ
谷
を
主
題
と
し
た
幾
つ
か
の
風
景
画
が
あ
り
、
本
作
は
そ
れ
ら
と
関
連
付
け

ら
れ
よ
う
。
と
り
わ
け
後
者
の
作
品
は
、
荒
い
筆
致
や
紫
が
か

っ
た
幻
想
的
な
色
調
だ
け
で

な
く
、
枯
れ
た
オ
リ
ー
ヴ
の
木
々
の
シ
ル
エ

ッ
ト
や
そ
の
足
元
に
咲
く
百
合
の
花
、
そ
し
て

そ
れ
ら
の
背
後
に
浮
か
ぶ
山
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
も
、
長
崎
の
作
品
と
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
神
秘
的
な
紫
や
黄
色
の
色
調
、
表
現
主
義
的
な
荒
い
点
描
風
の
タ
ッ
チ
は
、
画
家

の
晩
年
の
様
式
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
作
は
小
品
な
が
ら
も
晩

年
の
ム
ニ
ョ
ス

・
デ
グ
ラ
イ
ン
の
図
像
、
様
式
を
典
型
的
に
表
す
秀
品
で
あ
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

本
稿
で
は
、
長
崎
県
美
術
館
の
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
作
品
か
ら
、
エ
ミ
リ
オ
・
サ
ラ
、

マ
ヌ
エ
ル

・
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ム
ニ
ョ
ス
・
デ
グ
ラ
イ
ン
と
い
う

一
九
世
紀

後
半
に
生
ま
れ

二
十
世
紀
初
頭
か
ら
前
半
に
か
け
て
活
躍
し
た
三
人
の
ス
ペ
イ
ン
人
画
家
の

絵
画
作
品
に
関
し
、
作
品
の
図
像
や
画
業
内
で
の
位
置
づ
け
と
い
っ
た
基
礎
調
査
の
ア

ッ
プ

デ
ー
ト
を
行

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
新
知
見
は
、
作
品
に
関
す
る
我
々
の
根
本
的
知
識
を
覆
す

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
作
品
の
理
解
と
鑑
賞
の
手
助
け
と
な
る
、

重
要
な
内
容
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
並
び
に
日
本
で
は
当
館
以
外
で
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い

三
作
家
の
存

在
を
広
く
紹
介
す
る
目
的
も
兼
ね
て
、
こ
こ
に
公
刊
し
た
。
ま
た
、

調
査
を
通
じ
て
、
こ
れ

ま
で
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
須
磨
家
伝
来
の
資
料
が
、
作
品
の
基
礎
情

報
に
関
す
る
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
今
後
の
調
査
研
究
に
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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、王1111" 

ス
ペ
イ
ン
美
術
』
図
録
、
神
吉
敬
三
、
越
宏

一
監
修
責
任
、
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
、

(1
)
『須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

一
九
八

0
年
。

(2
)
『よ
み
が
え
る
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
五
百
年
』
展
図
録
、
大
高
保
二
郎
監
修
、
福
満
葉
子
組
媒
、

長
崎
県
美
術
館
、

二
0
0
五
年
。

(3
)
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
編
「
新
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
ス
ペ
イ
ン

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
」
、
二
巻
、

一
九
九
五
年
、

三
六
番
、
六
四
頁
（
大
高
保
二
郎
、
久
々
湊
直
子
解
説
）
。

(4
)
長
崎
県
美
術
館
に
あ
る
台
帳
は
複
製
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
須
磨
禰
吉
郎
が
作
品
の
写
真
を
張
り
付
け
、
そ
の
関
連
テ
ー

タ
を
記
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
台
帳
を
、
コ
ピ
ー
お
よ
び
タ
イ
プ
打
ち
で
複
製
し
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
複
製
が
作
ら
れ
た
時
点
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
台
帳
の

一
部
は
既
に
紛
失
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、

複
製
に
も
欠
巻
が
あ
り
、
す
べ
て
の
作
品
に
つ
い
て
情
報
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
複
製

と
も
に
制
作
時
期
・
動
機
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

(5
)
二
0
0
五
年
固
録
、
二

0
ニ
ー
―
10
三
頁
。

(6
)
カ
シ
ー
ノ
訪
問
時
に
は
資
料
情
報
室
の
ミ
ゲ
ル

・
ア
ン
ヘ
ル
・
ラ
ミ
レ
ス
氏
、
広
報
室
の
ロ
サ

・
フ
ィ
ゲ
ロ
ア
氏

の
温
か
い
協
力
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。A
g
r
a
d
e
z
c
o
a
 M
i
g
u
e
l
 A
n
g
e
l
 Ra
m
i
r
e
z
 d
e
 

A
r
c
h
i
v
o
 y
 D
o
c
u
m
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n
t
a
c
i
6
n
 y
 a
 Ro
s
a
 F
i
g
u
e
r
o
a
 d
e
 G
a
b
i
n
e
t
e
 d
e
 C
o
m
u
n
i
c
a
c
i
6
n
 d
e
l
 C
a
s
i
n
o
 d
e
 M
a
d
r
i
d
 p
o
r
 

s
u
 i
n
e
s
t
i
m
a
b
l
e
 a
y
u
d
a
.
 

(7
)
サ
ラ
に
関
す
る
基
本
文
献
と
し
て
は
以
下
を
参
照

]
E
s
p
i
V
a
ld
e
s
,
 Ad
r
i
a
n
,
 El
 p
i
n
t
o
r
 E
m
i
l
i
o
 S
a
l
a
y
 s
u
o
b
r
a
,
 

Valencia: I
n
s
titu
ci6
n
 Al
f
o
n
s
o
 el 
M
a
g
n
a
n
i
m
o
,
 19
7
5
.
 

(
8
)
S
a
l
a
y
 F
r
a
n
c
e
s
,
 Em
i
l
io, 
G
r
a
m
c
i
t
i
c
a
 del C
o
l
o
r,
 (M
a
d
r
i
d
 1
9
0
6
)
,
 Za
r
a
g
o
z
a
,
 19
4
6
.
 

(9
)
カ
シ
ー
ノ
の
建
物
の
歴
史
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照

]
R
o
n
c
h
a
A
r
a
n
d
a
,
 Os
c
a
r
 d
a
,
 an
d
 S
u
s
a
n
a
 B
e
l
e
n
 d
e
 

T
o
r
r
e
s
 N
e
i
r
a
,
 U
n
 hito 
c
e
n
t
e
n
a
i、io
d
e
 la
ミ

rquitectura
m
a
d
r
ile
吾
:
La s
e
d
e
 del 
C
a
s
i
n
o
 d
e
 M
a
d
r
i
d
 (
1
9
0
3,
 

2
0
0
3
)
,
 Ma
d
r
i
d
:
 C
a
s
i
n
o
 d
e
 Ma
d
r
i
d
,
 20
0
3
.
 

(10
)
王
の
間
の
装
飾
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照

]
,
o
p
e
z
F
e
r
n
a
n
d
e
z
,
 Ma
r
i
a
,
 Pa
t
r
i
m
o
n
i
o
 Artistico del 
C
a
s
i
n
o
 d
e
 

M
a
d
r
i
d
:
 el 
S
a
l
o
n
 R
e
a
l
 (A
n
t
i
g
u
o
 S
a
l
o
n
 d
e
 B
a
i
l
e
)
,
 Ma
d
r
i
d
:
 C
a
s
i
n
o
 d
e
 M
a
d
r
i
d
,
 20
0
1
.
 

(
11
)
Ibid
., 
p
.6
2
 

(12
)
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
に
関
す
る
基
本
文
献
と
し
て
は
以
下
を
参
照

]
E
x
h
.
Cat.
,
 Ma
d
r
i
d
 1
9
7
6
,
 Ma
n
u
e
l
 B
e
n
e
d
i
t
o
 

]
8
7
5
'
]
9
6
3,
 Catcilogo d
e
 la 
exposicion c
o
n
m
e
m
o
r
a
t
i
v
a
 del c
e
n
t
e
n
a
r
i
o
 del P
i
n
t
o
r、
e
d
.,
E
n
r
i
q
u
e
 L
a
f
u
e
n
t
e
 

Ferrari; E
x
h
.
 Cat.
,
 
V
ale
n
c
i
a
 2
0
0
5
,
 
M
a
n
u
e
l
 B
e
n
e
d
i
t
o
,
 Pinto,、
(]
8
7
5
'
]
9
6
3
)
,
C
e
n
t
r
e
 d
e
 C
a
r
m
e
.
 

(13
)
一
九
八

0
年
図
録
、
五
三
番
。

(14
)
カ
シ
ー
ノ
作
品
が
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
の
最
良
の
作
品
で
は
な
い
こ
と
は
、
ロ
ペ
ス
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス

(
L
o
p
e
z

F
e
r
n
a
n
d
e
z
,
 op
.
 cit., 
p
.
 12
7)
も
認
め
て
い
る
。

(1
5)
長
崎
作
品
の

寸
法
は
一
九

六
•
五
x

1
0
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
財
団
作
品
の
寸
法
は

―
―
一
五

x
-
―――
―
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

(16
)
こ
こ
で
は
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
立
ち
入
ら
な
い
。
以
下
を
参
照
の
こ
と
」
神
吉
敬
三
「
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ク
大

い
な
る
幻
影
こ

『芸
術
新
潮
」
一
九
七
二
年
五
月
、

一
〇
八

I
-
―
六
頁
i

森
園
敦
編
「
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す

る
新
聞
記
事
」
二
0
0
五
年
図
録
、
二
九

0
ー
ニ
九

一
頁
。

(17
)
須
磨
禰
吉
郎
「
ス
ペ
イ
ン
藝
術
精
神
史
』一

九
四
九
年
、
み
す
ず
書
房
、
二
六
九
頁
。

(18)
須
磨
は
こ
の
作
品
に
愛
着
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

一
九
四
八
年
の
雑
誌
「み
ず
ゑ
」
に
梅
花
草
堂
主
人
の
雅
号
で
寄
稿

し
た
文
章
『西
班
牙
絵
画
の
今
昔
』
（
五

一
五
号
、
昭
和
二
三
年
一

0
月、

二
八
ー
ニ
九
頁
）
で
も
言
及
し
、

「
エ
レ
ナ
・

コ
ル
テ
・
シ
ー
ナ
」（

マ
マ
）
の
題
で
圏
版
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
翌
年
に
刊
行
し
た
著
書
「
ス
ペ
イ
ン
藝

術
精
神
史
』
（註
17
を
参
照
）に
お
い
て
も
、
ベ
ネ
デ
ィ
ー
ト
を
論
じ
る
際
に
、
「
ヴ

ァ
レ
ン
シ
ア
出
身
で
、
舟
年
程
前

に

一
成
の
美
人
舞
踊
家
と
し
て
謳
は
れ
た
、
エ
レ
ナ
・
コ
ル
テ
シ
ー
ナ
の
裸
像
は
、
代
表
作
品
で
あ
る
」

（表
記
マ

マ
）
と
、
本
作
に
つ
い
て
特
箪
し
て
い
る
（
二
六
九
頁）
。
ま
た
、
台
帳
は
購
入
日
と
思
し
き
日
付

（一

九
四
四
年

―
二
月―

一四
日
）
と
並
び
来
歴
と
し
て
"
C
o
l.
E
l
e
n
a
 C
o
r
t
e
s
i
n
a
"

と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
須
磨
の
直
接
の
入

手
先
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

(19
)
コ
ル

テ
シ
ー
ナ
の
生
年
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、

一
九
0
四
年
よ
り
も
数
年
前
に
生
ま
れ
て
い
た
と
も
さ
れ
る
。

P
e
r
a
l
t
a
 G
i
l
a
b
e
r
t
,
 Ro
s
a
,
 Ma
n
u
e
l
 F
o
n
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e
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 T
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e
 y
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M
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d
r
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E
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i
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l
 

F
u
n
d
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m
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n
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o
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,
 20
0
7
,
 p.
 13
4
,
 n.
 26
9
.
 

(20)
ご
p
e
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F
e
r
n
a
n
d
e
z
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 op
.
 cit., 
p
p
.
 12
7
,
 14
3
.
 

(21
)
ム
ニ
ョ
ス
・
デ
グ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
基
本
文
献
と
し
て
は
以
下
を
参
照
]
ざ
d
r
i
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e
z
G
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r
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o
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A
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e
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t
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6
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g
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m
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6
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 E
x
h
.
 

Cat.
,
 Ma
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l
a
g
a
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n
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a
l
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c
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a
,
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9
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6
,
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t
o
n
i
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u
n
o
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e
g
r
a
i
n
.
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l
e
n
c
i
a
 1
8
4
0
 -
M
a
l
a
g
a
 1
9
2
4、

e
d
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R
a
m
o
n
 G
a
r
c
i
a
 A
l
c
a
r
a
z
,
 Sa
l
a
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e
 la
s
 A
l
h
a
j
a
s
`
S
a
l
a
 del P
a
l
a
c
i
o
 O
b
i
s
p
a
l
,
 Mu
s
e
o
 S
a
n
 P
i
o
 V
;
 E
x
h
.
 Cat.
,
 

N
e
w
 Yo
r
k
 1
9
9
7
,
9
8
,
0
r
i
e
n
t
a
l
i
s
m
 in the P
a
i
n
t
i
n
g
 o
f
 An
t
o
n
i
o
 M
u
n
o
z
 D
e
g
r
a
i
n
,
 ed
., 
R
a
m
o
n
 G
a
r
c
i
a
 A
l
c
a
r
a
z
,
 

T
h
e
 Sp
a
n
i
s
h
 Institute
.
 

(22
)
現
寸
は
四
八
・
五
X

六
八

・五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

(23)
森
園
敦
、

二
0
0
五
年
図
録
、

二
三
四
頁
。

(24
)
画
家
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
彼
は

一
九

0
五
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
経
由
し
て
エ

ー
ゲ
海
の
島
々
や
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に

至
る
広
い
範
囲
の
中
近
東
世
界
を
訪
れ
て
い
る
。
ガ
ル
シ
ア
・
ア
ル
カ
ラ
ス
は
、
一
九
〇
一

年
頃
か
ら
エ
リ
コ
な

ど
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
地
を
題
材
と
し
た
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
画
家
の
マ
ド
リ
ー
ド
で
の
足
取
り

が
確
認
で
き
な
い

一
八
九
七
ー
九
八
年
に
第

一
回
目
の
中
近
東
旅
行
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
さ
ら
に

一
九

0
八
ー

0
九
年
に
も
三
度
目
の
中
近
東
旅
行
が
試
み
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。
(G
a
r
c
i
a

A
l
c
a
r
a
z
 in E
x
h
.
 Cat.
,
 Ma
d
r
i
d
,
 Ma
l
a
g
a
 a
n
d
 V
a
l
e
n
c
i
a
,
 19
9
5
,
9
6
,
 pp
.
 72
,
 
76; Ibid・,
 in 
E
x
h
.
 Cat.
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
 

1
9
9
7
,
9
8
,
 p.
 37
.)
 

(25
)
森
園
敦
‘―

1
0
0
五
年
図
録
、

二
三
四
頁
。

(26
)
本
作
に
紫
外
線
及
び
裏
面
か
ら
の
透
過
光
を
照
射
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
泉
の
堰
の
上
に
も
う

一
っ
、
よ
り
大
き
な

マ
リ
ア
像
と
思
わ
れ
る
も
の
が
も
と
も
と
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
画
家
本
人
に
よ
っ
て
そ
の
マ
リ
ア

像
は
消
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
画
面
の
端
に
よ
り
小
さ
な
マ
リ
ア
像
が
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
写
真
撮
影
に
際
し
て
は
た
け
の
し
た
工
房
の
全
面
的
な
協
力
を

受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

(27)
C
f.
 Ex
h
.
 Cat.
,
 Ma
d
r
i
d
,
 Ma
l
a
g
a
 a
n
d
 V
a
l
e
n
c
i
a
,
 19
9
5
,
9
6
,
 no
s
.
 5,
 15
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図3 図2 図1

カシーノ ・デ ・マドリード、サロン・レアル（王の間） カシーノ ・デ ・マドリ ー ド外観 エミリオ ・サラ〈カシーノ ・デ・ マドリードの装飾

画のための習作〉1909-10年、長騎県美術館

図4

エミリオ ・サラ 「カシーノ ・デ ・マドリードの装飾画述竹」より北東角の場而、1909-10年、カシーノ ・デ ・マド リード

(Photograph by counesy of the Casino de Madrid) 
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23 

図5

マヌエル ・ベネディート（裸婦〉1918-19年頃、長椅県美術館

図7

マヌエル ・ペネディート （「ヴィーナスの化粧」のための下絵〉

1918-19年、マヌエル ・ベネデ イー ト財団、マドリ ー ド

(Photograph by courtesy of the Fundaci6n Manuel Benedito) 

図6

マヌエル ・ベネデイート〈ヴィーナスの化粧（午後の戒烈））、1918-19

年頃、カシーノ ・デ ・マドリード



図8

ィ「マドリード11,1n本公使館でのパーティでの狛合窮真、須府禰古郎作成与真アルパムより （写真：須1紆家提供）
方から二人E1がベネデイート、右から3人Flが須磨。ちなみに右端は美術批評家セシリオ ・バルペラン、 1J'l磨

のかは彫刻家マリアノ ・ペンユーレ。

図9

アントニオ ・ムニョス ・デグライン〈聖地 型けの泉）1920年頃、長蛸県美術館

|~110 

図9作品のカンヴァス衷（写只：たけのしたT5}）
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報
告
」
及
び
、
「
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
調
査
報
告
書
（
四
）
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
も
ち
ろ
ん
、
労
を
惜
し
ま
ず
翻
訳
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

森

園

敦

長
崎
県
美
術
館
研
究
紀
要
第
五
号
は
、
当
館
学
芸
員

・
川
瀬
佑
介
の
「
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
イ
ン
近
代
絵
画
三
作
品
に
関
す
る
調
介

コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ
大
学
教
授
の
メ
ル
セ
デ
ス

・
ア
ゲ
ダ
・
ビ
リ
ャ
ー
ル
氏
、

ヘ
ス
ス
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
・
ブ
ロ
ン
氏
に
、
当
館
が
所
蔵
す
る
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査

を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
翻
訳
文
は
第
二
号
よ
り
順
次
掲
載
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
の
各
研
究
者
の
方
々

こ
の
た
び
当
館
の
研
究
紀
要
は
第
五
号
と
い
う
―
つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
美
術
館
活
動
の
根
幹
を
成
す
調
査
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
号
の
発
行
に
あ
た
り
ご
寄
稿
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
豊
田
唯
氏
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

様
々
な
場
面
で
ご
助
言
ご
協
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
美
術
史
研
究
会
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

せ
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
と
も
号
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。

マ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
・
チ
コ
・
ピ
カ
サ
氏
、

長
崎
県
美
術
館
は
二

0
0
五
年
に
開
館
す
る
に
あ
た
っ
て
、

編
集
後
記

二
0
―
二
年
三
月
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